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　主教と君主のためのウィリスの戦い―ハワイ王国転覆の宗教的文脈に関する一考察―（山本）

（（

は
じ
め
に

　
一
八
九
〇
年
一
〇
月
二
八
日
、
ハ
ワ
イ
王
国
最
高
裁
判
所
は
「
ハ
ワ

イ
聖
公
会
（A

nglican C
hurch in H

aw
aii

（
1
（

）」
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ

リ
ス
主
教
（B

ishop A
lfred W

illis

）
に
対
し
て
「
職
務
執
行
令
状
（w

rit 
of m

andam
us

）」
の
発
布
を
決
定
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
ウ
ィ
リ
ス
主

教
が
同
教
会
信
託
管
理
人
（Trustees

）
の
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
会
敷
地
内
に
立
つ
あ
る
小
屋
の
移
動
に
関
し
て
話
し
合
う
た
め
の
会

議
の
召
集
を
拒
ん
で
い
る
、
と
い
う
信
託
管
理
人
の
訴
え
を
受
け
て
、

下
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
裁
判
で
判
事
を
務
め
た
の
は
、
A
・

F
・
ジ
ャ
ッ
ド
（A

. F. Judd

）、
L
・
マ
ッ
カ
リ
ー
（L. M

cC
ully

）、

サ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
B
・
ド
ー
ル
（Sanford B

. D
ole

）
の
三
名
で
あ
る（

（
（

。

　
こ
の
一
見
些
細
な
こ
と
に
み
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
当
時
の
ハ
ワ

イ
王
国
に
お
け
る
白
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
内
の
宗
教
的
・
政
治
的
勢
力

関
係
の
縮
図
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
宗
教
面
に
注
目
す
れ
ば
、
ハ
ワ
イ
聖

公
会「
内
」で「
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派（A

nglo-C
atholic

）」の
ウ
ィ

リ
ス
主
教
と
「
福
音
派
（Evangelical party

）」
の
平
信
徒
が
対
立
し

て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
主
教
を
最
高
裁
判
所
に
訴
え
た
同
教
会
の
信
託
管

理
人
は
後
者
に
属
し
て
い
た
。
両
者
は
「
教
会
統
治
（church 

polity

）」
に
お
い
て
「
主
教
制
（Episcopacy

）」
を
重
視
す
る
点
で
は

一
致
し
て
い
た
が
、
そ
の
重
視
の
度
合
い
に
お
い
て
は
「
高
低
」
の
差

―
―
前
者
は
「
高
く
」、後
者
は
「
低
い
」
―
―
が
あ
っ
た
。
ま
た
、ウ
ィ

リ
ス
主
教
に
職
務
執
行
令
状
を
発
し
た
三
人
の
判
事
は
、
ハ
ワ
イ
聖
公

会
「
外
」
の
「
福
音
派
（evangelical

）」
共
同
体
に
属
し
て
い
た（

（
（

。

こ
の
時
期
の
ハ
ワ
イ
福
音
派
共
同
体
は
、
か
つ
て
「
米
外
国
伝
道
委
員

会（A
m

erican B
oard of C

om
m

issioners for Foreign M
issions

）」（
以

下
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
の
「
息
子
」
や

「
孫
」
た
ち
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
福
音
派
「
共
同
体
」

主
教
と
君
主
の
た
め
の
ウ
ィ
リ
ス
の
戦
い

―
―
ハ
ワ
イ
王
国
転
覆
の
宗
教
的
文
脈
に
関
す
る
一
考
察
―
―山

　
　本

　
　貴

　
　裕

※
論
文
末
に
は
、
必
ず
所
属
が
入
り
ま
す
。（
原
稿
に
無
い
場
合
は
（
●
所
属
●
●
）
を
入
れ
て
、
所
属
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
メ
モ
を
付
け
て
校
正
出
し
）

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
る
り
ま
す
。
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（（

と
い
う
際
は
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
」
の
党
派
と
し
て
の
福
音
派
で
は

な
く
、同
教
会
「
外
」
の
、こ
の
福
音
派
の
集
団
を
さ
す
も
の
と
す
る
。

　
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
」
の
福
音
派
と
同
教
会
「
外
」
の
福
音
派
は
、

主
教
制
を
重
視
す
る
か
ど
う
か
の
違
い
―
―
前
者
は
そ
れ
を
重
視
し
、

後
者
は
重
視
し
な
い
―
―
は
あ
っ
た
も
の
の
、
教
会
統
治
の
形
式
に
お

け
る
違
い
を
超
え
て
福
音
伝
道
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
共
通
点

が
あ
り
、
そ
の
共
通
点
を
介
し
て
両
者
は
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
と

は
逆
に
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
主
教
、
ウ
ィ

リ
ス
は
、
主
教
制
と
い
う
特
定
の
教
会
統
治
の
形
式
を
排
他
的
に
守
ろ

う
と
す
る
こ
と
で
、
教
会
外
の
福
音
派
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
会
内
の
福

音
派
と
も
衝
突
し
て
い
た
。

　
次
に
政
治
的
な
面
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
ウ
ィ
リ
ス

主
教
が
君
主
制
を
「
高
く
」
見
て
い
た
―
―
聖
公
会
の
用
語
を
借
り
る

な
ら
ば
―
―
の
に
対
し
て
、
ウ
ィ
リ
ス
に
判
決
を
下
し
た
三
人
の
判
事

が
所
属
す
る
ハ
ワ
イ
の
福
音
派
共
同
体
は
そ
れ
を
比
較
的
に
「
低
く
」

見
て
い
た
。
一
八
八
七
年
に
ハ
ワ
イ
在
住
白
人
の
秘
密
結
社
「
ハ
ワ
イ

ア
ン
リ
ー
グ
」
が
民
兵
組
織
「
ホ
ノ
ル
ル
ラ
イ
フ
ル
ズ
」
を
抱
き
込
ん

だ
う
え
で
、
当
時
の
国
王
、
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
（K

alākaua

）（
在
位

一
八
七
二
年
～
一
八
九
一
年
）
に
、
国
王
の
権
力
を
大
幅
に
制
限
す
る

性
格
の
新
憲
法
（
い
わ
ゆ
る
「
銃
剣
憲
法
（B

ayonet C
onstitution

）」）

を
強
要
し
た
際
、
ハ
ワ
イ
福
音
派
共
同
体
は
こ
の
政
治
的
動
き
を
背
後

か
ら
全
面
的
に
支
持
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
彼
ら
の
支
持
は
君
主
制
の

「
改
革
」
に
対
す
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
は

君
主
制
の
「
転
覆
」
へ
と
向
か
い
、
一
八
九
三
年
の
君
主
制
転
覆
、

一
八
九
四
年
の
ハ
ワ
イ
共
和
国
の
設
立
、
一
八
九
八
年
の
同
共
和
国
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
併
合
と
い
っ
た
一
連
の
動
き
を
後
押
し
す
る
こ

と
と
な
る（

（
（

。

　
こ
う
し
た
福
音
派
共
同
体
の
政
治
的
姿
勢
に
対
し
て
、
ハ
ワ
イ
聖
公

会
の
ウ
ィ
リ
ス
主
教
は
一
貫
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
つ
ね
に
君

主
側
、
す
な
わ
ち
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
国
王
と
彼
の
跡
を
継
い
だ
彼
の
妹
、

リ
リ
ウ
オ
カ
ラ
ニ
女
王
（
在
位
一
八
九
一
年
～
一
八
九
三
年
）
の
側
に

立
っ
た（

（
（

。
そ
の
一
方
で
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
」
の
福
音
派
は
、
宗
教

の
領
域
で
、
主
教
制
を
排
他
的
に
主
張
す
る
同
教
会
の
主
教
と
、
そ
の

必
要
性
を
認
め
な
い
同
教
会
「
外
」
の
福
音
派
共
同
体
の
あ
い
だ
の
微

妙
な
位
置
に
お
か
れ
た
よ
う
に
、
政
治
の
領
域
で
も
、
君
主
制
を
護
持

し
よ
う
と
す
る
同
教
会
の
主
教
と
、そ
れ
の
「
改
革
」
ま
た
は
「
転
覆
」

を
求
め
る
同
教
会
「
外
」
の
福
音
派
共
同
体
の
あ
い
だ
の
不
安
定
な
場

所
に
お
か
れ
た
。

　
一
八
九
〇
年
の
ハ
ワ
イ
最
高
裁
判
決
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ハ

ワ
イ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
間
の
複
雑
な
宗
教
的
・
政
治
的
緊
張
関
係
が

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
に

よ
っ
て
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
け
る
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
福
音
派

（「
会
衆
派
（C

ongregationalist

）」
ま
た
は
「
長
老
派
（Presbyterian

）」

ま
た
は
「
長
老
会
衆
派
（Presbygational

）」
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
対

立
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
き
た
時
代

は
ト
ー
マ
ス
・
ス
テ
イ
リ
ー（Thom

as Staley

）主
教
の
時
代（
一
八
六
二

年
～
一
八
七
〇
年
）
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
両
派
の
論
争
が
そ
の

後
の
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
時
代
（
一
八
七
二
年
～
一
九
〇
二
年
）
に
ど
の
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（（

よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
時
代
が
ハ
ワ
イ
の
政

治
的
激
動
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
両
派
の
対
立
に
は
宗
教
的

次
元
に
加
え
て
政
治
的
な
次
元
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ウ
ィ

リ
ス
主
教
の
時
代
に
お
け
る
両
派
の
対
立
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
従
来

は
経
済
的
ま
た
は
政
治
的
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
ハ
ワ

イ
王
国
転
覆
に
つ
い
て
、
宗
教
的
な
視
点
か
ら
新
た
な
洞
察
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
過
去
の
研
究
に
よ
っ
て
す
で
に
ス
テ
イ
リ
ー
時
代

の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
福
音
派
の
対
立
が
扱
わ
れ
て
き
た
と
は

い
え
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
前
身
、「
ハ
ワ
イ
改
革
派

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会（H

aw
aiian R

eform
ed C

atholic C
hurch

）」の「
内
」

の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
、
同
教
会
の
「
外
」
の
福
音
派
の
対
立

と
し
て
の
側
面
の
分
析
に
集
中
し
て
お
り
、
教
会
「
内
」
の
「
両
派
」

の
対
立
と
い
う
側
面
は
十
分
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が

歴
史
的
に
み
る
と
、
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
も
福
音
派
も
元
来
は
聖

公
会
の
文
脈
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
派
の
争
い
も
同

教
会
内
に
起
源
を
も
つ
。
実
は
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
か
か
わ
っ
た
両
派

間
の
論
争
も
ま
た
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
に
そ
の
舞
台
の
中
心
が
あ
っ

た（
（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
両
派
の
論
争
は
も
っ

と
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
を
主
人
公

に
据
え
、
彼
が
一
八
八
〇
年
代
末
か
ら
一
八
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て

戦
っ
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
外
」
の
福
音
派
と
の
戦
い
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
こ
れ
ら
の
論
争
の
宗
教
的
・
政
治
的
意
味
を
吟
味
し
、
ハ
ワ
イ
王

国
転
覆
の
宗
教
的
文
脈
の
一
つ（

（
（

を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
本
稿
の

構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
ま
ず
、
本
稿
で
の
考
察
に

登
場
す
る
三
派
、
す
な
わ
ち
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ

ク
派
と
福
音
派
、
お
よ
び
同
教
会
外
の
福
音
派
の
起
源
と
特
徴
を
概
観

し
た
の
ち
、
こ
れ
ら
三
派
の
流
れ
を
く
む
人
び
と
が
ウ
ィ
リ
ス
主
教
着

任
「
以
前
」
の
一
九
世
紀
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
宗
教
・

政
治
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。第
二
章
で
は
、

ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
戦
っ
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
」
の
論
争
、
と
く
に

一
八
九
〇
年
秋
に
裁
判
沙
汰
へ
と
発
展
し
た
そ
れ
に
焦
点
を
絞
り
、
こ

の
教
会
論
争
で
争
わ
れ
た
問
題
の
本
質
に
迫
っ
て
み
た
い
。
ま
た
そ
の

う
え
で
、
こ
の
宗
教
論
争
の
政
治
的
含
意
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て

み
た
い
。
第
三
章
で
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
外
」
の
福

音
派
と
の
論
争
に
視
点
を
移
し
、
こ
の
論
争
の
分
析
を
通
じ
て
、
ハ
ワ

イ
王
国
末
期
の
宗
教
・
政
治
的
変
化
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
な
お
筆
者
は
以
前
、別
の
と
こ
ろ
で
、ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
前
任
者
（
ス

テ
イ
リ
ー
主
教
）
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
外
の
福
音
派
の
論
争
に
つ
い
て

考
察
し
た
こ
と
が
あ
り（

（1
（

、
本
稿
で
の
考
察
は
そ
の
続
編
と
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
続
編
に
お
い
て
は
、
前
編
で
は
潜
在
的
な
か
た

ち
で
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
ハ
ワ
イ
王
国
末
期
の
宗
教
論
争
の
政

治
的
意
味
が
よ
り
明
確
な
か
た
ち
で
表
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ハ
ワ
イ
聖

公
会
の
「
主
教
」
の
職
と
ハ
ワ
イ
王
国
の
「
君
主
」
の
職
が
同
様
の
論

理
に
よ
っ
て
挑
戦
を
受
け
、
同
時
に
そ
の
正
当
性
を
切
り
崩
さ
れ
て
い

く
さ
ま
に
注
目
さ
れ
た
い
。
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よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
時
代
が
ハ
ワ
イ
の
政

治
的
激
動
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
両
派
の
対
立
に
は
宗
教
的

次
元
に
加
え
て
政
治
的
な
次
元
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ウ
ィ

リ
ス
主
教
の
時
代
に
お
け
る
両
派
の
対
立
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
従
来

は
経
済
的
ま
た
は
政
治
的
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
ハ
ワ

イ
王
国
転
覆
に
つ
い
て
、
宗
教
的
な
視
点
か
ら
新
た
な
洞
察
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
過
去
の
研
究
に
よ
っ
て
す
で
に
ス
テ
イ
リ
ー
時
代

の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
福
音
派
の
対
立
が
扱
わ
れ
て
き
た
と
は

い
え
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
前
身
、「
ハ
ワ
イ
改
革
派

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会（H

aw
aiian R

eform
ed C

atholic C
hurch

）」の「
内
」

の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
、
同
教
会
の
「
外
」
の
福
音
派
の
対
立

と
し
て
の
側
面
の
分
析
に
集
中
し
て
お
り
、
教
会
「
内
」
の
「
両
派
」

の
対
立
と
い
う
側
面
は
十
分
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が

歴
史
的
に
み
る
と
、
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
も
福
音
派
も
元
来
は
聖

公
会
の
文
脈
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
派
の
争
い
も
同

教
会
内
に
起
源
を
も
つ
。
実
は
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
か
か
わ
っ
た
両
派

間
の
論
争
も
ま
た
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
に
そ
の
舞
台
の
中
心
が
あ
っ

た（
（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
両
派
の
論
争
は
も
っ

と
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
を
主
人
公

に
据
え
、
彼
が
一
八
八
〇
年
代
末
か
ら
一
八
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て

戦
っ
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
外
」
の
福
音
派
と
の
戦
い
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
こ
れ
ら
の
論
争
の
宗
教
的
・
政
治
的
意
味
を
吟
味
し
、
ハ
ワ
イ
王

国
転
覆
の
宗
教
的
文
脈
の
一
つ（

（
（

を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
本
稿
の

構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
ま
ず
、
本
稿
で
の
考
察
に

登
場
す
る
三
派
、
す
な
わ
ち
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ

ク
派
と
福
音
派
、
お
よ
び
同
教
会
外
の
福
音
派
の
起
源
と
特
徴
を
概
観

し
た
の
ち
、
こ
れ
ら
三
派
の
流
れ
を
く
む
人
び
と
が
ウ
ィ
リ
ス
主
教
着

任
「
以
前
」
の
一
九
世
紀
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
宗
教
・

政
治
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。第
二
章
で
は
、

ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
戦
っ
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
」
の
論
争
、
と
く
に

一
八
九
〇
年
秋
に
裁
判
沙
汰
へ
と
発
展
し
た
そ
れ
に
焦
点
を
絞
り
、
こ

の
教
会
論
争
で
争
わ
れ
た
問
題
の
本
質
に
迫
っ
て
み
た
い
。
ま
た
そ
の

う
え
で
、
こ
の
宗
教
論
争
の
政
治
的
含
意
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て

み
た
い
。
第
三
章
で
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
外
」
の
福

音
派
と
の
論
争
に
視
点
を
移
し
、
こ
の
論
争
の
分
析
を
通
じ
て
、
ハ
ワ

イ
王
国
末
期
の
宗
教
・
政
治
的
変
化
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
な
お
筆
者
は
以
前
、別
の
と
こ
ろ
で
、ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
前
任
者
（
ス

テ
イ
リ
ー
主
教
）
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
外
の
福
音
派
の
論
争
に
つ
い
て

考
察
し
た
こ
と
が
あ
り（

（1
（

、
本
稿
で
の
考
察
は
そ
の
続
編
と
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
続
編
に
お
い
て
は
、
前
編
で
は
潜
在
的
な
か
た

ち
で
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
ハ
ワ
イ
王
国
末
期
の
宗
教
論
争
の
政

治
的
意
味
が
よ
り
明
確
な
か
た
ち
で
表
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ハ
ワ
イ
聖

公
会
の
「
主
教
」
の
職
と
ハ
ワ
イ
王
国
の
「
君
主
」
の
職
が
同
様
の
論

理
に
よ
っ
て
挑
戦
を
受
け
、
同
時
に
そ
の
正
当
性
を
切
り
崩
さ
れ
て
い

く
さ
ま
に
注
目
さ
れ
た
い
。
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第
一
章
　
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
二
つ
の
福
音
派

　
本
章
で
は
、
次
章
以
降
で
詳
し
く
扱
う
論
争
に
登
場
す
る
三
つ
の
宗

教
的
集
団
、
す
な
わ
ち
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
」
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ

ク
派
と
福
音
派
、
同
教
会
「
外
」
の
福
音
派
の
起
源
と
特
徴
を
概
観
し

た
う
え
で
、
こ
れ
ら
三
派
に
属
す
る
人
び
と
が
ウ
ィ
リ
ス
主
教
着
任
前

の
一
九
世
紀
ハ
ワ
イ
王
国
で
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
・
政
治
的
状
況
に
お

か
れ
て
い
た
の
か
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
福
音
派
の
特
徴

は
、も
と
も
と
同
教
会
の
総
本
山
た
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
（C

hurch 
of England

ま
た
はA

nglican C
hurch

）
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。「
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
」
と
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に

あ
っ
て
教
父
の
時
代
お
よ
び
中
世
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
と
の
連
続
性

を
強
調
し
た
一
派
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
一
八
三
〇
年
代
に
は
じ
ま
っ
た

新
し
い
か
た
ち
の
「
高
教
会
派
（H

igh C
hurch

）」
の
運
動
、
す
な
わ

ち
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
」
の
、
よ
り
儀
式
主
義
的
な
第
二
段
階

に
属
し
て
い
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
は
そ
の
名
の
通
り
、
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
三
人
の
学
監
（dons

）
―
―
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ブ

ル
、
E
・
B
・
ピ
ュ
ー
ジ
ー
、
J
・
F
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
―
―
に
よ
っ
て

は
じ
め
ら
れ
た
運
動
で
あ
り
、
小
冊
子
シ
リ
ー
ズT

he T
racts for 

the T
im

es 

（
一
八
三
三
年
創
刊
）
を
通
し
て
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
そ
の
唱
道
者
た
ち
は
「
ト
ラ
ク
ト
派
（Tractarian

）」

と
も
呼
ば
れ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
は
教
会
や
聖
職
、
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
を
「
高
く
」
み
る
教
義
を
説
い
た
。
こ
の
運
動
は
ア
ン
グ
ロ
カ

ト
リ
ッ
ク
主
義
と
し
て
の
第
二
段
階
に
入
る
と
、
中
世
ま
た
は
宗
教
改

革
後
の
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
儀
式
や
象
徴
の
使
用
を
積
極
的
に

推
進
す
る
よ
う
に
な
る（

（（
（

。

　
他
方
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
「
福
音
派
」
と
は
一
八
世
紀
中
葉
に
イ

ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
「
福
音
リ
バ
イ
バ
ル
（Evangelical R

evival

）」 

―
―
同
時
期
に
北
米
英
領
植
民
地
で
起
こ
っ
た
同
様
の
運
動
は
「
大
覚

醒
（G

reat Aw
akening

）」
と
し
て
知
ら
れ
る
―
―
の
流
れ
を
く
む
者

た
ち
で
あ
る
。
福
音
派
は
、「
回
心
（conversion

）」
体
験
の
重
視
に

代
表
さ
れ
る
最
小
限
の
数
の
信
条
を
共
通
項
と
し
て
、
教
派
や
国
の
境

界
線
を
超
え
て
広
が
り
、
世
界
に
「
福
音
（G

ospel

）」
を
宣
べ
伝
え

る
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
福
音
派
史
研
究
の
第
一
人
者
、マ
ー
ク
・

ノ
ル
に
よ
れ
ば
、
黎
明
期
の
福
音
主
義
に
お
い
て
「
も
っ
と
も
重
要
な

中
心
」
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
や
や
も
す

れ
ば
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
同
教
会
の
聖
職
者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー

ジ
・
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
（G

eorge W
hitefield

）
や
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ

ス
レ
ー
（John W

esley

）
が
大
西
洋
両
岸
の
運
動
に
お
い
て
果
た
し
た

重
要
な
役
割
を
思
い
起
こ
し
て
み
れ
ば
得
心
が
い
く
。
や
が
て
福
音
リ

バ
イ
バ
ル
の
生
み
出
し
た
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
教
会
（
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
教
会
）
の
枠
組
み
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
非
国
教
徒
（
と
り
わ
け
メ
ソ

ジ
ス
ト
）
の
運
動
と
し
て
の
新
た
な
展
開
を
み
せ
る
が
、
福
音
リ
バ
イ

バ
ル
の
影
響
を
受
け
た
、
国
教
会
の
聖
職
者
の
か
な
り
の
部
分
は
同
教

会
内
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
に
お
い
て
「
福
音
派
」
と
い
う
党
派
を
形
成

す
る
に
至
っ
た（

（1
（

。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
の
福
音
派
は
同
教
会
内
の「
低
教
会
派（Low
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（（

C
hurch

）」（
教
会
・
聖
職
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
価
値
を
比
較
的
「
低
く
」

み
る
一
派
）
と
同
一
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
一
八
三
三
年
に
ト
ラ
ク

ト
派
が
現
れ
る
以
前
の
段
階
（
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
め
）
に

お
い
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
に
は
国
内
外
の
敵
を
前
に
「
広
い

意
味
で
高
教
会
的
」
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
て
お
り
、
福
音
派
は

そ
の
一
部
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
八
二
〇
年
代
以
降
、
非
国
教
徒
や
カ

ト
リ
ッ
ク
の
権
利
を
求
め
る
改
革
運
動
の
流
れ
の
な
か
で
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
教
会
が
か
つ
て
の
国
教
会
と
し
て
の
安
定
し
た
地
位
を
切
り
崩
さ

れ
る
に
つ
れ
、
高
教
会
派
の
あ
い
だ
で
、
政
治
と
一
体
化
し
た
国
教
会

の
伝
統
を
批
判
し
、
よ
り
純
粋
な
信
仰
の
か
た
ち
を
追
求
す
る
神
学
的

運
動
が
出
現
し
た
。
そ
れ
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
福
音
派
の
あ
い
だ
で
も
同
じ
理
由
か

ら
逆
の
方
向
、
す
な
わ
ち
「
低
」
教
会
的
な
方
向
へ
と
信
仰
を
純
化
し

て
い
く
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、福
音
派
は
低
教
会
派
と
な
り
、

ト
ラ
ク
ト
派
や
そ
の
後
継
者
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
対
立
す
る

よ
う
に
な
る（

（1
（

。

　
一
九
世
紀
中
葉
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
で
「
高
低
」
逆
方
向
に
展

開
し
た
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
福
音
派
の
二
つ
の
運
動
は
、
ア
メ

リ
カ
革
命
後
に
同
教
会
か
ら
独
立
し
た
ア
メ
リ
カ
版
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

教
会
、
す
な
わ
ち
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
教
制
教
会
（Protestant 

Episcopal C
hurch

）」（
以
下
、
米
聖
公
会
）
で
も
ほ
ぼ
同
時
に
展
開

し
た（

（1
（

。
そ
し
て
「
英
米
」
聖
公
会
内
の
こ
れ
ら
二
派
の
対
立
は
、
ハ
ワ

イ
に
移
住
し
た
英
米
聖
公
会
員
を
通
し
て
、
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
ハ

ワ
イ
の
地
で
再
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
だ
が
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
両
派
の
争
い
は
、
聖
公
会
「
外
」
に
位
置
し

た
、
も
う
一
つ
の
「
福
音
派
」
が
支
配
す
る
ハ
ワ
イ
の
汎
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
的
共
同
体
と
の
関
係
に
よ
っ
て
さ
ら
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
。

前
述
の
と
お
り
、
ノ
ル
は
一
八
世
紀
中
葉
の
初
期
福
音
主
義
の
第
一
の

中
心
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
に
加

え
て
、「
第
二
の
中
心
」
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
「
外
」
の
「
リ

バ
イ
バ
ル
を
経
験
し
た
カ
ル
バ
ン
派
（revived C

alvinists

）」
か
ら
な

る
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
の
例
と
し
て
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
非
国
教
徒
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
聖
公
会
員
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
長
老
派
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
会
衆
派
、
米
中
部
植
民
地
の
長

老
派
な
ど
を
あ
げ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
う
ち
最
後
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
流

れ
を
く
む
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
会
衆
派
と
米

中
部
植
民
地
の
長
老
派
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
海
外
伝
道
推
進
団

体
が
、
の
ち
に
ハ
ワ
イ
に
宣
教
師
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
る
組
織
、
す

な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
（
一
八
一
〇
年
設
立
）
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　
そ
れ
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
や
っ
て
き
た
英
米
聖
公
会
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト

リ
ッ
ク
派
と
福
音
派
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
系
の
福
音
派
は
、

一
九
世
紀
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
・
政
治
的
状
況

に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
三
派
の
な
か
で
も
っ
と
も

早
い
時
期
に
ハ
ワ
イ
王
国
で
の
足
場
を
築
い
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
ン

ボ
ー
ド
系
の
福
音
派
で
あ
っ
た
。
同
派
宣
教
師
の
第
一
団
は
一
八
二
〇

年
に
ハ
ワ
イ
に
到
着
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
が
彼
ら
に
託
し
た
使

命
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
文
明
化
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て

彼
ら
は
ハ
ワ
イ
に
寄
港
す
る
捕
鯨
船
の
船
員
た
ち
へ
の
ケ
ア
の
必
要
性
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（（

C
hurch

）」（
教
会
・
聖
職
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
価
値
を
比
較
的
「
低
く
」

み
る
一
派
）
と
同
一
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
一
八
三
三
年
に
ト
ラ
ク

ト
派
が
現
れ
る
以
前
の
段
階
（
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
め
）
に

お
い
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
に
は
国
内
外
の
敵
を
前
に
「
広
い

意
味
で
高
教
会
的
」
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
て
お
り
、
福
音
派
は

そ
の
一
部
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
八
二
〇
年
代
以
降
、
非
国
教
徒
や
カ

ト
リ
ッ
ク
の
権
利
を
求
め
る
改
革
運
動
の
流
れ
の
な
か
で
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
教
会
が
か
つ
て
の
国
教
会
と
し
て
の
安
定
し
た
地
位
を
切
り
崩
さ

れ
る
に
つ
れ
、
高
教
会
派
の
あ
い
だ
で
、
政
治
と
一
体
化
し
た
国
教
会

の
伝
統
を
批
判
し
、
よ
り
純
粋
な
信
仰
の
か
た
ち
を
追
求
す
る
神
学
的

運
動
が
出
現
し
た
。
そ
れ
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
福
音
派
の
あ
い
だ
で
も
同
じ
理
由
か

ら
逆
の
方
向
、
す
な
わ
ち
「
低
」
教
会
的
な
方
向
へ
と
信
仰
を
純
化
し

て
い
く
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、福
音
派
は
低
教
会
派
と
な
り
、

ト
ラ
ク
ト
派
や
そ
の
後
継
者
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
対
立
す
る

よ
う
に
な
る（

（1
（

。

　
一
九
世
紀
中
葉
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
で
「
高
低
」
逆
方
向
に
展

開
し
た
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
福
音
派
の
二
つ
の
運
動
は
、
ア
メ

リ
カ
革
命
後
に
同
教
会
か
ら
独
立
し
た
ア
メ
リ
カ
版
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

教
会
、
す
な
わ
ち
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
教
制
教
会
（Protestant 

Episcopal C
hurch

）」（
以
下
、
米
聖
公
会
）
で
も
ほ
ぼ
同
時
に
展
開

し
た（

（1
（

。
そ
し
て
「
英
米
」
聖
公
会
内
の
こ
れ
ら
二
派
の
対
立
は
、
ハ
ワ

イ
に
移
住
し
た
英
米
聖
公
会
員
を
通
し
て
、
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
ハ

ワ
イ
の
地
で
再
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
だ
が
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
両
派
の
争
い
は
、
聖
公
会
「
外
」
に
位
置
し

た
、
も
う
一
つ
の
「
福
音
派
」
が
支
配
す
る
ハ
ワ
イ
の
汎
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
的
共
同
体
と
の
関
係
に
よ
っ
て
さ
ら
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
。

前
述
の
と
お
り
、
ノ
ル
は
一
八
世
紀
中
葉
の
初
期
福
音
主
義
の
第
一
の

中
心
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
に
加

え
て
、「
第
二
の
中
心
」
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
「
外
」
の
「
リ

バ
イ
バ
ル
を
経
験
し
た
カ
ル
バ
ン
派
（revived C

alvinists

）」
か
ら
な

る
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
の
例
と
し
て
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
非
国
教
徒
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
聖
公
会
員
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
長
老
派
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
会
衆
派
、
米
中
部
植
民
地
の
長

老
派
な
ど
を
あ
げ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
う
ち
最
後
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
流

れ
を
く
む
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
会
衆
派
と
米

中
部
植
民
地
の
長
老
派
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
海
外
伝
道
推
進
団

体
が
、
の
ち
に
ハ
ワ
イ
に
宣
教
師
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
る
組
織
、
す

な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
（
一
八
一
〇
年
設
立
）
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　
そ
れ
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
や
っ
て
き
た
英
米
聖
公
会
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト

リ
ッ
ク
派
と
福
音
派
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
系
の
福
音
派
は
、

一
九
世
紀
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
・
政
治
的
状
況

に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
三
派
の
な
か
で
も
っ
と
も

早
い
時
期
に
ハ
ワ
イ
王
国
で
の
足
場
を
築
い
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
ン

ボ
ー
ド
系
の
福
音
派
で
あ
っ
た
。
同
派
宣
教
師
の
第
一
団
は
一
八
二
〇

年
に
ハ
ワ
イ
に
到
着
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
が
彼
ら
に
託
し
た
使

命
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
文
明
化
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て

彼
ら
は
ハ
ワ
イ
に
寄
港
す
る
捕
鯨
船
の
船
員
た
ち
へ
の
ケ
ア
の
必
要
性
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（0

も
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、「
米
船
員
友
の
会
（A

m
erican Seam

en’s 
Friend Society

）」に
ホ
ノ
ル
ル
へ
の
チ
ャ
プ
レ
ン
派
遣
を
要
請
す
る
。

一
八
三
三
年
に
同
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
チ
ャ
プ
レ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ

エ
ル
が
ホ
ノ
ル
ル
に
到
着
し
、「
船
員
の
ベ
テ
ル
（Seam

en’s 
B

ethel

）」
が
設
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
八
三
七
年
、
そ
の
「
ベ
テ
ル
」

に
お
い
て
、
ホ
ノ
ル
ル
在
住
の
外
国
人
の
た
め
の
「
オ
ア
フ
ベ
テ
ル
教

会
」
が
設
立
さ
れ
る
。
一
八
四
二
年
に
は
デ
ィ
エ
ル
の
後
任
と
し
て
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
デ
イ
モ
ン
が
就
任
し
、
彼
は
そ
の
後
四
二
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
ベ
テ
ル
を
中
心
と
し
た
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く（

（1
（

。

　
そ
の
間
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
化
は
、
と
く
に
一
八
三
〇
年

代
末
に
起
こ
っ
た
「
大
リ
バ
イ
バ
ル
」
を
境
に
急
速
に
進
み
、

一
八
五
四
年
、ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
は
ハ
ワ
イ
の
伝
道
組
織
を
「
海
外
」

伝
道
か
ら
「
国
内
」
伝
道
へ
と
切
り
替
え
、「
ハ
ワ
イ
福
音
派
協
会

（H
aw

aiian Evangelical A
ssociation

）」
と
し
て
再
編
し
た
。
ア
メ
リ

カ
ン
ボ
ー
ド
は
そ
う
す
る
こ
と
で
、
外
国
人
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ハ
ワ

イ
ア
ン
教
会
を
自
律
の
方
向
へ
と
導
く
と
同
時
に
、
宣
教
師
や
彼
ら
の

子
ど
も
た
ち
が
ハ
ワ
イ
に
土
着
化
す
る
道
を
切
り
開
こ
う
と
し
た
の
で

あ
っ
た（

（1
（

。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
の
な
か
、
ハ
ワ
イ
の
「
外
国
人
」
福
音
派

共
同
体—

—

本
稿
で
用
い
る
「
福
音
派
共
同
体
」
と
い
う
言
葉
は
、
厳

密
に
言
え
ば
「
外
国
人
の
」
福
音
派
共
同
体
を
さ
す—

—

が
オ
ア
フ
ベ

テ
ル
教
会
を
中
心
に
発
展
し
た
。
同
教
会
に
着
任
し
た
最
初
の
二
人
の

チ
ャ
プ
レ
ン
は
所
属
教
派
の
点
で
は
「
会
衆
派
」
で
あ
っ
た
が
、
人
び

と
の
希
望
に
応
じ
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
」
の
祈
祷
書
を
用
い
る
こ

と
を
い
と
わ
な
か
っ
た（

（1
（

。
実
は
ハ
ワ
イ
聖
公
会
は
、
教
派
の
違
い
に
こ

だ
わ
ら
な
い
、
こ
の
福
音
主
義
的
な
教
会
に
通
っ
て
い
た
英
米
聖
公
会

員
が
、
一
八
六
二
年
一
〇
月
に
ト
ー
マ
ス
・
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
率
い
る

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
宣
教
団
が
到
着
し
た
の
を
機
に
独
立
・
設
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
母
胎
は
福
音
派
の
低
教
会

的
な
環
境
の
な
か
に
あ
っ
た（

11
（

。

　
だ
が
、
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
到
着
後
に
設
立
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
の
聖
公
会

は
、
設
立
当
時
の
そ
の
名
、「
ハ
ワ
イ
改
革
派
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
神
学
的
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
な
か
で
も
ア

ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
部
分
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
教
会
の
招
致

の
先
頭
に
立
っ
た
当
時
の
国
王
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
（
在
位
一
八
五
五

年
～
一
八
六
三
年
）
は
、
ハ
ワ
イ
に
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
原
理

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、一
九
世
紀
中
葉
以
降
、ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー

ド
を
辞
し
て
ハ
ワ
イ
政
府
内
の
要
職
に
就
い
て
い
た
元
宣
教
師
（
宗
教

的
に
は
福
音
派
、
政
治
的
に
は
共
和
主
義
者
）
の
政
治
力
を
抑
制
し
、

君
主
政
を
補
強
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
は
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
到
着
の
約
一
年
後

の
一
八
六
三
年
一
一
月
三
〇
日
、
志
半
ば
に
し
て
、
二
九
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
た
。
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
の
死
後
、
ハ
ワ
イ
の
王
と
な
っ
た
彼

の
兄
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
五
世
（
在
位
一
八
六
三
年
～
一
八
七
二
年
）
は
、

亡
き
弟
の
遺
志
を
継
い
で
、
ハ
ワ
イ
改
革
派
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
支
援

し
た
。
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
が
「
聖
ア
ン
デ
レ
の
日
」
に
亡
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
五
世
は
ハ
ワ
イ
改
革
派
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
礼

拝
用
に
建
て
ら
れ
た
「
仮
設
大
聖
堂
（pro-C

athedral

）」
を
「
聖
ア
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（1

ン
ド
リ
ュ
ー
大
聖
堂
（St. A

ndrew
’s C

athedral

）」
と
命
名
し
た（

1（
（

。

　
ト
ー
マ
ス
・
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
の
任
期
は
困
難
の
連
続
で
あ
っ
た
。

彼
は
米
布
の
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
系
福
音
派
か
ら
、
そ
の
政
治
的
動
機

（
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
の
推
進
）
や
、
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
礼
儀

の
欠
如
（
主
教
制
の
優
越
性
の
主
張
）
な
ど
を
激
し
く
批
判
さ
れ
た
。

ま
た
、
彼
や
彼
を
補
佐
す
る
聖
職
者
が
ハ
ワ
イ
に
持
ち
込
ん
だ
ア
ン
グ

ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
礼
拝
形
式
は
、
ハ
ワ
イ
在
住
の
英
米
聖
公
会
の
平

信
徒
に
不
満
を
抱
か
せ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
主
教
ら
が
礼
拝
で
色
つ

き
の
聖
餐
式
祭
服
や
多
数
の
ろ
う
そ
く
の
灯
を
用
い
る
の
が
気
に
入
ら

な
か
っ
た
。
彼
ら
は
英
米
聖
公
会
内
の
福
音
派
で
あ
り
、
そ
の
教
義
は

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
系
の
福
音
派
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ

た
。こ
の
よ
う
な
教
会
内
外
で
の
戦
い
に
疲
れ
果
て
た
ス
テ
イ
リ
ー
は
、

途
中
イ
ギ
リ
ス
へ
の
一
時
帰
国
を
は
さ
ん
で
、
一
八
七
〇
年
初
め
ハ
ワ

イ
改
革
派
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
辞
表
を
提
出
し
た（

11
（

。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
福
音

派
、
そ
し
て
同
教
会
外
の
福
音
派
は
、
英
米
で
培
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

伝
統
を
ハ
ワ
イ
の
地
で
忠
実
に
守
る
な
か
で
、
お
互
い
に
友
好
関
係
ま

た
は
敵
対
関
係
へ
と
導
か
れ
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
の
君
主
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
派
の
特
徴
に
通
じ
、
そ
の
知
識
を
自
ら
の
政
治
目
的
（
君
主
制
の

維
持
）
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
彼
ら
の
後
援
を
え
た
ア

ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
主
教
は
、
教
会
内
外
の
二
つ
の
福
音
派
に
行

く
手
を
阻
ま
れ
、
着
任
か
ら
わ
ず
か
七
年
あ
ま
り
で
辞
職
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
二
つ
の
章
で
は
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
の
後
を

継
い
だ
ウ
ィ
リ
ス
主
教
を
主
人
公
に
据
え
、
彼
が
ハ
ワ
イ
の
聖
公
会
の

内
と
外
で
戦
っ
た
論
争
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

第
二
章
　
ウ
ィ
リ
ス
主
教
対
信
託
管
理
人

　
ス
テ
イ
リ
ー
辞
職
の
二
年
半
後
の
一
八
七
二
年
六
月
三
〇
日
、
も
う

一
人
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
主
教
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ
リ

ス
が
ホ
ノ
ル
ル
に
到
着
し
た
。
彼
の
も
と
で
ハ
ワ
イ
改
革
派
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
は
「
ハ
ワ
イ
聖
公
会
」
と
改
名
さ
れ
た（

11
（

。
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ

た
裁
判
沙
汰
が
起
こ
っ
た
の
は
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
同
教
会
に
着
任
し

て
か
ら
約
一
八
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
ま
ず
ウ
ィ
リ
ス
が

こ
の
一
八
年
間
に
教
会
内
外
で
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
か

を
簡
単
に
整
理
し
た
の
ち
、
一
八
九
〇
年
に
ハ
ワ
イ
最
高
裁
に
も
ち
こ

ま
れ
た
教
会
内
の
論
争
に
焦
点
を
絞
り
、
こ
の
裁
判
が
な
に
を
め
ぐ
っ

て
争
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
当
時
の
政
治
的
動
き
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
裁
判

の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
ワ
イ
の
世
俗
新
聞
と
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が

国
王
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
高
官
ら
の
要
請
に
応
え
て
出
版
し
た
小
冊

子
を
参
照
す
る
。

　
ウ
ィ
リ
ス
主
教
は
着
任
後
す
ぐ
に
ハ
ワ
イ
政
治
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変

化
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
が
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
主
教

の
座
に
着
い
た
の
は
一
八
七
二
年
七
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
約
五
ヶ
月
後
の
同
年
一
二
月
一
一
日
に
は
、
同
教
会
の
後
援
者
で

あ
っ
た
カ
メ
ハ
メ
ハ
五
世
が
亡
く
な
っ
た
。
翌
一
八
七
三
年
一
月
の
議

会
選
挙
で
次
期
国
王
に
選
ば
れ
た
ル
ナ
リ
ロ
（
在
位
一
八
七
三
年
～
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（1

ン
ド
リ
ュ
ー
大
聖
堂
（St. A

ndrew
’s C

athedral

）」
と
命
名
し
た（

1（
（

。

　
ト
ー
マ
ス
・
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
の
任
期
は
困
難
の
連
続
で
あ
っ
た
。

彼
は
米
布
の
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
系
福
音
派
か
ら
、
そ
の
政
治
的
動
機

（
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
の
推
進
）
や
、
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
礼
儀

の
欠
如
（
主
教
制
の
優
越
性
の
主
張
）
な
ど
を
激
し
く
批
判
さ
れ
た
。

ま
た
、
彼
や
彼
を
補
佐
す
る
聖
職
者
が
ハ
ワ
イ
に
持
ち
込
ん
だ
ア
ン
グ

ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
礼
拝
形
式
は
、
ハ
ワ
イ
在
住
の
英
米
聖
公
会
の
平

信
徒
に
不
満
を
抱
か
せ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
主
教
ら
が
礼
拝
で
色
つ

き
の
聖
餐
式
祭
服
や
多
数
の
ろ
う
そ
く
の
灯
を
用
い
る
の
が
気
に
入
ら

な
か
っ
た
。
彼
ら
は
英
米
聖
公
会
内
の
福
音
派
で
あ
り
、
そ
の
教
義
は

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
系
の
福
音
派
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ

た
。こ
の
よ
う
な
教
会
内
外
で
の
戦
い
に
疲
れ
果
て
た
ス
テ
イ
リ
ー
は
、

途
中
イ
ギ
リ
ス
へ
の
一
時
帰
国
を
は
さ
ん
で
、
一
八
七
〇
年
初
め
ハ
ワ

イ
改
革
派
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
辞
表
を
提
出
し
た（

11
（

。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
福
音

派
、
そ
し
て
同
教
会
外
の
福
音
派
は
、
英
米
で
培
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

伝
統
を
ハ
ワ
イ
の
地
で
忠
実
に
守
る
な
か
で
、
お
互
い
に
友
好
関
係
ま

た
は
敵
対
関
係
へ
と
導
か
れ
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
の
君
主
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
派
の
特
徴
に
通
じ
、
そ
の
知
識
を
自
ら
の
政
治
目
的
（
君
主
制
の

維
持
）
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
彼
ら
の
後
援
を
え
た
ア

ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
主
教
は
、
教
会
内
外
の
二
つ
の
福
音
派
に
行

く
手
を
阻
ま
れ
、
着
任
か
ら
わ
ず
か
七
年
あ
ま
り
で
辞
職
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
二
つ
の
章
で
は
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
の
後
を

継
い
だ
ウ
ィ
リ
ス
主
教
を
主
人
公
に
据
え
、
彼
が
ハ
ワ
イ
の
聖
公
会
の

内
と
外
で
戦
っ
た
論
争
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

第
二
章
　
ウ
ィ
リ
ス
主
教
対
信
託
管
理
人

　
ス
テ
イ
リ
ー
辞
職
の
二
年
半
後
の
一
八
七
二
年
六
月
三
〇
日
、
も
う

一
人
の
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
主
教
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ
リ

ス
が
ホ
ノ
ル
ル
に
到
着
し
た
。
彼
の
も
と
で
ハ
ワ
イ
改
革
派
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
は
「
ハ
ワ
イ
聖
公
会
」
と
改
名
さ
れ
た（

11
（

。
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ

た
裁
判
沙
汰
が
起
こ
っ
た
の
は
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
同
教
会
に
着
任
し

て
か
ら
約
一
八
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
ま
ず
ウ
ィ
リ
ス
が

こ
の
一
八
年
間
に
教
会
内
外
で
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
か

を
簡
単
に
整
理
し
た
の
ち
、
一
八
九
〇
年
に
ハ
ワ
イ
最
高
裁
に
も
ち
こ

ま
れ
た
教
会
内
の
論
争
に
焦
点
を
絞
り
、
こ
の
裁
判
が
な
に
を
め
ぐ
っ

て
争
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
当
時
の
政
治
的
動
き
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
裁
判

の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
ワ
イ
の
世
俗
新
聞
と
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が

国
王
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
高
官
ら
の
要
請
に
応
え
て
出
版
し
た
小
冊

子
を
参
照
す
る
。

　
ウ
ィ
リ
ス
主
教
は
着
任
後
す
ぐ
に
ハ
ワ
イ
政
治
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変

化
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
が
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
主
教

の
座
に
着
い
た
の
は
一
八
七
二
年
七
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
約
五
ヶ
月
後
の
同
年
一
二
月
一
一
日
に
は
、
同
教
会
の
後
援
者
で

あ
っ
た
カ
メ
ハ
メ
ハ
五
世
が
亡
く
な
っ
た
。
翌
一
八
七
三
年
一
月
の
議

会
選
挙
で
次
期
国
王
に
選
ば
れ
た
ル
ナ
リ
ロ
（
在
位
一
八
七
三
年
～
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一
八
七
四
年
）
は
福
音
派
の
宣
教
師
が
設
立
し
た
カ
ワ
イ
ア
ハ
オ
教
会

の
教
会
員
で
あ
り
、
聖
公
会
に
は
と
く
に
関
心
が
な
か
っ
た
。
ル
ナ
リ

ロ
が
即
位
後
わ
ず
か
一
年
あ
ま
り
で
亡
く
な
り
、
再
度
、
議
会
で
国
王

選
挙
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
故
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
の
未
亡
人
、
エ
ン
マ

（Em
m

a

）
の
支
持
者
と
、
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
の
支
持
者
の
あ
い
だ
で
深

刻
な
分
裂
が
生
じ
た
。
当
時
の
ハ
ワ
イ
で
は
合
衆
国
と
の
互
恵
条
約
の

締
結
が
懸
案
と
な
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
大
半
は
「
親
米
派
」
と

み
ら
れ
て
い
た
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
を
支
持
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
イ
ギ
リ

ス
人
や
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
高
教
会
派
に
属
す
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
ほ

と
ん
ど
は
、「
親
英
派
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
エ
ン
マ
を
支
持
し
た（

11
（

。

　
結
局
、
選
ば
れ
た
の
は
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
だ
っ
た
。
エ
ン
マ
は
信
仰
に

篤
い
聖
公
会
員
（
し
か
も
ア
ン
グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
）
で
あ
っ
た
が
、

カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
も
ま
た
、
エ
ン
マ
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
同
教
会
と

は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
八
〇
年
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
導

入
以
前
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
伝
統
文
化
の
復
興
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
も
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
と
の
関
係
は
保
っ
た（

11
（

 

。
そ
の
一
方
で
、

彼
は
ハ
ワ
イ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
・
文
明
化
を
主
導
し
て
き
た
ハ
ワ
イ
福

音
派
共
同
体
と
は
対
立
を
深
め
、
一
八
八
七
年
に
は
同
共
同
体
が
支
持

し
た
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
銃
剣
憲
法
へ
の
署
名
を
迫
ら
れ
、
そ
の
政

治
力
を
削
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
ハ
ワ
イ
福
音
派
共
同
体
は

超
教
派
的
な
宗
教
・
政
治
的
運
動
に
よ
っ
て
「
ユ
ニ
オ
ン
」
を
達
成
し
、

カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
が
指
揮
す
る
「
異
教
推
進
（H

eathenizing

）
派
」
に

対
抗
し
よ
う
す
る
の
で
あ
る（

11
（

 

が
、
次
章
で
み
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き

ハ
ワ
イ
聖
公
会
も
彼
ら
の
運
動
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ウ
ィ
リ
ス
主
教
は
着
任
後
、
ハ
ワ
イ
政
治
の
慌
た
だ
し

い
変
化
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
彼
を
も
っ
と
も
悩
ま
せ
た
の

は
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
主
教
時
代
の
ハ
ワ

イ
聖
公
会
は
、
彼
の
前
任
者
の
時
代
と
同
様
、
高
教
会
的
な
ア
ン
グ
ロ

カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
主
教
と
、
低
教
会
的
な
福
音
派
の
平
信
徒
と
の
対
立

に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
、
そ
の
こ
と
が
同
教
会
の
成
長
を
妨
げ
た
。
教

会
内
の
対
立
は
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
着
任
後
ま
も
な
い
一
八
七
〇
年
代
半

ば
に
は
す
で
に
顕
在
化
し
て
い
た
が
、
一
八
八
〇
年
代
に
入
る
と
事
態

は
さ
ら
に
悪
化
す
る
。

　
一
八
八
二
年
に
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
滞
在
中
に
教
会

の
信
託
管
理
人
ら
が
、
大
聖
堂
の
聖
職
者
の
住
居
用
に
建
て
ら
れ
た
小

さ
な
家
を
売
却
し
た
の
に
対
し
て
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
、
彼
ら
に
そ
れ

を
売
る
権
利
は
な
い
と
抗
議
し
た
。
一
八
八
五
年
に
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教

と
大
聖
堂
建
設
委
員
会
と
の
あ
い
だ
で
深
刻
な
意
見
の
対
立
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、大
聖
堂
内
に
「
第
二
英
語
会
衆
」
が
生
ま
れ
、ジ
ョ
ー
ジ
・

ウ
ォ
レ
ス（G

eorge W
allace

）が
そ
の
牧
師
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
翌
年
に
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
大
聖
堂
建
設
委
員
会
出
納
係
、
セ

オ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
ズ
（Theo D

avies

）
と
の
あ
い
だ
で
大
聖
堂
の
建

築
費
用
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
こ
っ
た
。
一
八
八
八
年
に
は
ウ
ィ
リ
ス
主

教
が
ラ
ン
ベ
ス
会
議
へ
の
出
席
の
た
め
ハ
ワ
イ
を
留
守
に
し
て
い
る
あ

い
だ
に
、
信
託
管
理
人
た
ち
が
大
聖
堂
建
設
予
定
の
区
画
の
一
部
を
ベ

レ
タ
ニ
ア
通
り
に
面
す
る
区
画
の
一
部
と
交
換
す
る
覚
書
に
署
名
し
た

の
に
対
し
て
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
帰
国
後
そ
れ
を
棄
却
す
る
と
い
う
事

_史学研究301.indb   62 18/10/03   12:28

　主教と君主のためのウィリスの戦い―ハワイ王国転覆の宗教的文脈に関する一考察―（山本）

（（

件
が
起
き
た
。
そ
の
翌
年
も
、
教
会
内
の
紛
争
が
原
因
で
信
託
管
理
人

の
一
部
が
辞
職
し
た
り
、
第
二
英
語
会
衆
の
牧
師
ウ
ォ
レ
ス
が
辞
任
し

た
り
と
、
教
会
内
の
対
立
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
一
八
九
〇
年
の
事
件
が
起
こ
っ
た
。
教
会
内

の
紛
争
は
す
で
に
ハ
ワ
イ
の
世
俗
新
聞
に
報
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
た（

11
（

 

が
、
ハ
ワ
イ
最
高
裁
に
持
ち
込
ま
れ
た
今
回
の
争
い
は
、
そ

れ
ま
で
以
上
に
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
当
事
者
の
一
方
を
し

て
小
冊
子
の
出
版
に
踏
み
切
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
会
内
の
「
私

的
領
域
」
で
の
論
争
は
完
全
に
「
公
的
領
域
」
で
の
そ
れ
へ
と
拡
大
し

た
の
で
あ
る
。

　
一
八
九
〇
年
一
〇
月
二
九
日
、『
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』
紙
（
以
下
、『
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』）
は
第
二
面
の

記
事（

11
（

で
、
そ
の
前
日
下
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
最
高
裁
の
判
決
の
一
部
を
報
じ

た（
11
（

。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。「
昨
日
、
最
高
裁
は
「
ハ

ワ
イ
聖
公
会
信
託
管
理
人
」
と
い
う
名
の
団
体
の
メ
ン
バ
ー
、
T
・
メ

イ
、
マ
ー
ク
・
P
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
H
・
W
・
ミ
ス
ト
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

S
・
ハ
リ
ス
、
T
・
R
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
、
聖
公
会
主
教
の
尊
師
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ
リ
ス
に
対
す
る
職
務
執
行
令
状
の
発
行
を
求
め
た
件

に
関
し
て
判
決
を
下
し
た
」。
原
告
が
主
教
に
対
し
て
「
当
団
体
の
会

議
を
召
集
し
、現
在
、建
設
中
の
中
国
人
会
衆
の
教
会
に
近
接
す
る
［
中

略
］
当
該
敷
地
の
上
に
立
っ
て
い
る
、
あ
る
建
物
の
除
去
の
適
否
に
つ

い
て
検
討
し
、
も
し
そ
れ
が
適
切
か
つ
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
る
な
ら

ば
、
本
件
に
関
し
て
の
方
針
を
決
め
る
た
め
に
、
団
体
の
会
議
を
開
催

し
て
ほ
し
い
」
と
書
面
で
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
主
教
は
そ
れ
を
拒
否
し

た
。
拒
否
の
理
由
と
し
て
主
教
は
、「
当
会
議
の
目
的
は
当
団
体
の
職

権
（functions

）
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
」
と
主
張
し
た
。
原
告
が
さ

ら
に
「
主
教
の
拒
否
は
法
的
根
拠
を
欠
い
て
お
り
、
原
告
に
信
託
さ
れ

た
義
務
の
履
行
を
不
当
に
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
」
と
訴
え
た
と
こ
ろ
、

主
教
は
答
弁
書
を
提
出
し
、
そ
の
な
か
で
原
告
の
二
つ
の
主
張
、
す
な

わ
ち
「
団
体
全
体
の
三
分
の
一
か
ら
書
面
で
の
要
請
を
受
け
取
っ
た
場

合
、
彼
は
ホ
ノ
ル
ル
主
教
と
し
て
会
議
を
召
集
す
る
よ
う
法
人
設
立
許

可
書
に
よ
っ
て
許
可
ま
た
は
要
求
さ
れ
て
い
る
」、「
そ
の
拒
否
は
法
的

根
拠
を
欠
き
、
原
告
に
［
中
略
］
信
託
さ
れ
た
義
務
の
履
行
を
不
当
に

妨
害
す
る
も
の
で
あ
る
」
の
い
ず
れ
も
否
定
し
た
。

　
記
事
は
さ
ら
に
続
く
。「
そ
こ
で
最
高
裁
が
当
団
体
の
設
立
許
可
書

に
照
ら
し
て
被
告
の
反
論
を
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
判
決
に

達
し
た
。
本
論
争
に
お
い
て
決
定
的
な
問
題
は
、
当
該
団
体
の
三
分
の

一
か
ら
の
書
面
で
の
要
請
を
受
け
て
会
議
を
召
集
す
る
と
い
う
、
こ
の

公
的
行
為
が
、
当
団
体
の
会
長
（president

）
の
裁
量
事
項
で
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
」。
そ
の
答
え
は
「
全
団
体
の
三
分
の
一
か

ら
書
面
に
て
会
議
招
集
の
要
請
を
受
け
取
っ
た
ら
、
そ
う
す
る
の
が
当

該
会
長
の
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
「
文
言
自
体
の
な
か
に
」
あ
る
。
そ

の
文
言
は
「
命
令
的
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
和
ら
げ
た
り
、
修
飾
し
た

り
す
る
言
葉
を
伴
っ
て
い
な
い
」。
ま
た
、「
教
区
会
議
や
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
教
会
の
規
定
も
法
人
設
立
許
可
書
の
こ
の
規
定
を
制
限
す
る
よ
う
な

権
限
を
彼
［
主
教
］
に
与
え
て
い
な
い
」。「
ボ
イ
ド
対
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ

判
決（

1（
（

」 

も
「
被
告
の
主
張
す
る
広
い
権
限
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
教
に

対
し
て
認
め
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
」。
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、「
こ
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件
が
起
き
た
。
そ
の
翌
年
も
、
教
会
内
の
紛
争
が
原
因
で
信
託
管
理
人

の
一
部
が
辞
職
し
た
り
、
第
二
英
語
会
衆
の
牧
師
ウ
ォ
レ
ス
が
辞
任
し

た
り
と
、
教
会
内
の
対
立
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
一
八
九
〇
年
の
事
件
が
起
こ
っ
た
。
教
会
内

の
紛
争
は
す
で
に
ハ
ワ
イ
の
世
俗
新
聞
に
報
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
た（

11
（

 

が
、
ハ
ワ
イ
最
高
裁
に
持
ち
込
ま
れ
た
今
回
の
争
い
は
、
そ

れ
ま
で
以
上
に
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
当
事
者
の
一
方
を
し

て
小
冊
子
の
出
版
に
踏
み
切
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
会
内
の
「
私

的
領
域
」
で
の
論
争
は
完
全
に
「
公
的
領
域
」
で
の
そ
れ
へ
と
拡
大
し

た
の
で
あ
る
。

　
一
八
九
〇
年
一
〇
月
二
九
日
、『
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』
紙
（
以
下
、『
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』）
は
第
二
面
の

記
事（

11
（

で
、
そ
の
前
日
下
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
最
高
裁
の
判
決
の
一
部
を
報
じ

た（
11
（

。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。「
昨
日
、
最
高
裁
は
「
ハ

ワ
イ
聖
公
会
信
託
管
理
人
」
と
い
う
名
の
団
体
の
メ
ン
バ
ー
、
T
・
メ

イ
、
マ
ー
ク
・
P
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
H
・
W
・
ミ
ス
ト
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

S
・
ハ
リ
ス
、
T
・
R
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
、
聖
公
会
主
教
の
尊
師
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ
リ
ス
に
対
す
る
職
務
執
行
令
状
の
発
行
を
求
め
た
件

に
関
し
て
判
決
を
下
し
た
」。
原
告
が
主
教
に
対
し
て
「
当
団
体
の
会

議
を
召
集
し
、現
在
、建
設
中
の
中
国
人
会
衆
の
教
会
に
近
接
す
る
［
中

略
］
当
該
敷
地
の
上
に
立
っ
て
い
る
、
あ
る
建
物
の
除
去
の
適
否
に
つ

い
て
検
討
し
、
も
し
そ
れ
が
適
切
か
つ
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
る
な
ら

ば
、
本
件
に
関
し
て
の
方
針
を
決
め
る
た
め
に
、
団
体
の
会
議
を
開
催

し
て
ほ
し
い
」
と
書
面
で
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
主
教
は
そ
れ
を
拒
否
し

た
。
拒
否
の
理
由
と
し
て
主
教
は
、「
当
会
議
の
目
的
は
当
団
体
の
職

権
（functions

）
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
」
と
主
張
し
た
。
原
告
が
さ

ら
に
「
主
教
の
拒
否
は
法
的
根
拠
を
欠
い
て
お
り
、
原
告
に
信
託
さ
れ

た
義
務
の
履
行
を
不
当
に
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
」
と
訴
え
た
と
こ
ろ
、

主
教
は
答
弁
書
を
提
出
し
、
そ
の
な
か
で
原
告
の
二
つ
の
主
張
、
す
な

わ
ち
「
団
体
全
体
の
三
分
の
一
か
ら
書
面
で
の
要
請
を
受
け
取
っ
た
場

合
、
彼
は
ホ
ノ
ル
ル
主
教
と
し
て
会
議
を
召
集
す
る
よ
う
法
人
設
立
許

可
書
に
よ
っ
て
許
可
ま
た
は
要
求
さ
れ
て
い
る
」、「
そ
の
拒
否
は
法
的

根
拠
を
欠
き
、
原
告
に
［
中
略
］
信
託
さ
れ
た
義
務
の
履
行
を
不
当
に

妨
害
す
る
も
の
で
あ
る
」
の
い
ず
れ
も
否
定
し
た
。

　
記
事
は
さ
ら
に
続
く
。「
そ
こ
で
最
高
裁
が
当
団
体
の
設
立
許
可
書

に
照
ら
し
て
被
告
の
反
論
を
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
判
決
に

達
し
た
。
本
論
争
に
お
い
て
決
定
的
な
問
題
は
、
当
該
団
体
の
三
分
の

一
か
ら
の
書
面
で
の
要
請
を
受
け
て
会
議
を
召
集
す
る
と
い
う
、
こ
の

公
的
行
為
が
、
当
団
体
の
会
長
（president

）
の
裁
量
事
項
で
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
」。
そ
の
答
え
は
「
全
団
体
の
三
分
の
一
か

ら
書
面
に
て
会
議
招
集
の
要
請
を
受
け
取
っ
た
ら
、
そ
う
す
る
の
が
当

該
会
長
の
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
「
文
言
自
体
の
な
か
に
」
あ
る
。
そ

の
文
言
は
「
命
令
的
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
和
ら
げ
た
り
、
修
飾
し
た

り
す
る
言
葉
を
伴
っ
て
い
な
い
」。
ま
た
、「
教
区
会
議
や
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
教
会
の
規
定
も
法
人
設
立
許
可
書
の
こ
の
規
定
を
制
限
す
る
よ
う
な

権
限
を
彼
［
主
教
］
に
与
え
て
い
な
い
」。「
ボ
イ
ド
対
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ツ

判
決（

1（
（

」 

も
「
被
告
の
主
張
す
る
広
い
権
限
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
教
に

対
し
て
認
め
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
」。
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、「
こ
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の
状
況
下
で
会
議
を
招
集
す
る
と
い
う
行
為
は
、
羈
束
（m

inisterial

）

ま
た
は
執
行
（executive

）
行
為
で
あ
り
、
裁
量
（judicial

）
行
為
で

は
な
い
」。
つ
ま
り
、
召
集
を
要
請
さ
れ
た
会
議
の
目
的
を
考
慮
す
る

こ
と
は
被
告
の
権
限
で
も
な
け
れ
ば
、
当
裁
判
所
の
そ
れ
で
も
な
い
。

記
事
は
最
後
に
、
最
高
裁
が
被
告
に
当
会
議
の
召
集
を
命
じ
る
「
絶
対

的
（perem

ptory
）」
職
務
執
行
令
状
を
発
布
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
記
事
の
約
二
週
間
後
、『
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
紙
に
当

裁
判
の
判
決
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
た（

11
（

。
そ
れ
は
「
ド
ー
ル
判
事
に
よ
る

裁
判
所
の
見
解
」
と
い
う
見
出
し
で
は
じ
ま
り
、
上
の
『
ア
ド
バ
タ
イ

ザ
ー
』
の
記
事
で
す
で
に
扱
わ
れ
て
い
た
内
容
に
加
え
て
、
そ
こ
で
は

扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
ウ
ィ
リ
ス
の
主
張
の
い
く
つ
か
の
論
点
と
そ

れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
反
論
も
含
ん
で
い
る
。
ウ
ィ
リ
ス
の
論
点
の
う

ち
最
後
の
も
の—

—

ド
ー
ル
判
事
は
そ
れ
を
「
入
念
か
つ
教
養
の
あ
る

議
論
」
と
呼
ん
だ—

—

こ
そ
、
ウ
ィ
リ
ス
が
自
ら
の
著
作
の
な
か
で
詳

述
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
判
決
文
で
は
、
そ
れ
は
そ
の
直
後

に
「
幸
運
に
も
ハ
ワ
イ
の
法
律
の
規
定
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮

す
る
必
要
は
な
い
」
と
切
り
捨
て
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
「
本
論
争
に
お
い

て
決
定
的
な
問
題
は
」
云
々
の
部
分
（
上
の
『
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』
の

記
事
参
照
）
に
移
っ
て
い
る（

11
（

。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
ワ
イ
最
高
裁
は
ウ
ィ
リ
ス
の
主
張
を
切
り
捨
て
、
歴

史
の
闇
に
葬
り
去
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
こ
の
裁
判
の
前

に
主
教
自
身
に
よ
っ
て
小
冊
子
『
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
統
治
原
則––––

某
論
争
の
解
決
の
た
め
に
そ
の
源
を
た
ど
る（

11
（

』（
以
下
、『
統
治
原
則
』）

が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
論
争
の
意
味
を
深
く
理
解

す
る
た
め
に
は
、
こ
の
小
冊
子
で
詳
述
さ
れ
た
主
教
の
見
解
を
掘
り
起

こ
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
章
の
残
り
の
部
分
で
は
少
し

長
く
な
る
が
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
彼
の
議
論
の
流
れ
を
追
っ
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

　『
統
治
原
則
』
の
出
版
は
、
ハ
ワ
イ
王
国
の
政
府
高
官––––

カ
ラ
ー

カ
ウ
ア
国
王
以
下
、
内
務
大
臣
C
・
N
・
ス
ペ
ン
サ
ー
、
国
会
議
長
兼

枢
密
院
顧
問
J
・
S
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
同
じ
く
枢
密
院
顧
問
C
・
P
・

イ
ア
ウ
ケ
ア
、
最
高
裁
判
事
補
佐
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス––––

の
要
請

に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
統
治
原
則
』
の
前
文
に
掲
載

さ
れ
た
、
一
八
九
〇
年
八
月
一
八
日
付
（
裁
判
の
約
二
ヶ
月
前
）
の
彼

ら
の
連
名
に
よ
る
主
教
宛
の
書
簡
で
は
、「
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
安
寧
に

深
い
関
心
を
も
つ
」
者
と
し
て
の
彼
ら
の
立
場
か
ら
ウ
ィ
リ
ス
に
対
し

て
次
の
よ
う
な
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
教
会
の
規
律（discipline

）・

秩
序
（order

）・
統
治
（governm

ent

）
の
問
題
に
つ
い
て
の
相
反
す

る
見
解
や
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
信
託
管
理
人
委
員
会
の
他
の
メ
ン
バ
ー
に

対
す
る
主
教
の
立
場
に
つ
い
て
の
あ
る
種
の
見
解
」が
聞
か
れ
る
い
ま
、

主
教
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
自
ら
の
見
解
を
述
べ
る
こ

と
、
と
り
わ
け
「
全
聖
公
会
に
お
け
る
教
会
統
治
の
原
則
」
お
よ
び
そ

れ
が
ハ
ワ
イ
王
国
で
「
適
用
さ
れ
る
範
囲
」
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と

を
要
請
す
る
、
と
。
こ
こ
に
は
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
国
王
を
は
じ
め
と
す
る

当
時
の
ハ
ワ
イ
政
府
高
官
ら
の
ハ
ワ
イ
聖
公
会
へ
の
思
い
入
れ
や
、

ウ
ィ
リ
ス
主
教
へ
の
支
援
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る（

11
（

。

　
前
文
で
は
上
の
書
簡
に
続
い
て
、
ウ
ィ
リ
ス
が
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
に
宛

て
た
同
年
八
月
三
〇
日
付
の
返
書
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
は
『
統
治
原
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則
』
へ
の
導
入
部
分
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
な
点
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
出
版
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
ハ
ワ
イ
聖
公

会
内
の
「
諸
問
題
の
原
因
」
は
、「
一
部
の
信
託
管
理
人
た
ち
の
考
え

方
に
お
け
る
、
法
人
設
立
許
可
書
の
目
的
お
よ
び
本
質
に
関
す
る
ま
っ

た
く
の
誤
解
」
に
あ
る
。「
聖
公
会
の
体
制
（C

onstitution

）
へ
の
無

知
か
ら
、
私
が
主
教
職
（Episcopal office

）
に
属
す
も
の
と
し
て
以

下
で
あ
ま
り
に
も
多
く
の
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
思
う
人
び
と
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
が
、「
国
家
に
お
い
て
裁
判
官
が
み
な
自
分
の
威

厳
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
そ
れ
を
保
つ
義
務
を
負
わ
さ
れ
の
と
同
じ
よ

う
に
、教
会
に
お
い
て
主
教
は
み
な
自
分
自
身
で
は
な
く
、自
分
の
「
職

（office

）」を「
重
ん
じ
る（m

agnify

）」義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る（
ロ
ー

マ
人
へ
の
手
紙
一
一
章
一
三
節
）」。
以
下
で
述
べ
る
こ
と
は
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
教
会
内
の
一
派
の
「
見
解
」
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、「
い

わ
ゆ
る
「
ト
ラ
ク
ト
派
」
の
運
動
の
最
初
の
鼓
動
が
は
じ
ま
る
以
前
の

一
八
二
九
年
、［
中
略
］
自
称
「
福
音
派
」
に
属
し
て
い
た
人
物
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
」
著
作
に
も
、
キ
リ
ス
ト
が
自
分
の
教
会
を
立
ち
上
げ
る

に
当
た
っ
て
一
二
人
の
使
徒
を
選
び
、
彼
ら
に
按
手
（ordination

）

の
全
権
限
を
委
託
し
、「
そ
の
職
務
を
［
中
略
］
こ
の
世
の
終
わ
り
ま

4

4

4

4

4

4

4

4

で4

（
強
調
は
原
文
、
以
下
同
様
）
継
承
し
て
い
く
よ
う
」
伝
え
た
、
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る（

11
（

。
ハ
ワ
イ
聖
公
会
を
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て

カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
国
王
の
「
前
任
者
の
願
い
に
し
た
が
っ
て
設
立
・
維
持

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
母
た
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
か
ら
引

き
継
い
だ
体
制
の
根
源
に
あ
る
教
会
統
治
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
そ
う

す
べ
き
で
あ
る
」。
本
書
の
目
的
は
、
ハ
ワ
イ
王
国
の
聖
公
会
が
「
そ

の
原
則
に
し
た
が
う
た
め
の
完
全
な
る
自
由
の
保
証
を
与
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
法
人
設
立
許
可
書
に
よ
っ
て
そ
れ
か
ら
逸
脱
し
な
い
よ

う
厳
格
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
」
で
あ

る（
11
（

。
　
こ
の
よ
う
な
導
入
部
分
に
続
い
て
、
い
よ
い
よ
『
統
治
原
則
』
の
本

文
が
は
じ
ま
る
。
ウ
ィ
リ
ス
は
そ
の
冒
頭
で
、
一
八
六
二
年
一
一
月
六

日
に
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
（
彼
の
前
任
者
）
ら
に
対
し
て
付
与
さ
れ
、

一
八
七
二
年
一
一
月
七
日
に
修
正
さ
れ
た
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
法
人
設

立
許
可
書
を
引
用
す
る
。
そ
こ
に
は
同
法
人
の
権
限
が
以
下
の
よ
う
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。

当
法
人
は
、
動
産
・
不
動
産
を
単
純
不
動
産
権
な
ど
で
取
得
・
所

有
し
、
そ
の
動
産
・
不
動
産
を
一
般
祈
祷
書
、
お
よ
び
主
教
・
司

祭
・
執
事
の
任
命
の
形
式
・
方
法
、
お
よ
び
三
九
箇
条
に
お
い
て

説
明
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
義

（D
O

C
TR

IN
ES

）
に
し
た
が
っ
て
、
ハ
ワ
イ
王
国
内
で
の
聖
公
会

の
設
立
・
維
持
の
た
め
に
忠
実
に
活
用
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
引
用
の
あ
と
ウ
ィ
リ
ス
は
ま
ず
、
上
で
み
た
導
入
部
分
で
も
言

及
さ
れ
た
、
当
設
立
許
可
書
が
ハ
ワ
イ
聖
公
会
に
与
え
た
「
自
由
」
に

注
意
を
喚
起
す
る
。
当
法
人
設
立
許
可
書
は
「
聖
公
会
に
ハ
ワ
イ
王
国

内
で
の
信
仰
と
実
践
に
関
す
る
絶
対
的
自
由
を
恒
久
的
に
保
証
し
て
い

る
。
ハ
ワ
イ
王
国
の
国
家
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
義
を
決
定
ま
た

は
定
義
す
る
権
利
を
主
張
し
て
い
な
い
」。
次
に
ウ
ィ
リ
ス
は
同
許
可

書
が
信
託
管
理
人
委
員
会
に
与
え
た
「
責
任
」
を
説
く
。
ハ
ワ
イ
王
国

の
「
国
家
は
聖
公
会
維
持
の
た
め
に
彼
ら
に
信
託
さ
れ
た
不
動
産
・
動
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則
』
へ
の
導
入
部
分
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
な
点
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
出
版
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
ハ
ワ
イ
聖
公

会
内
の
「
諸
問
題
の
原
因
」
は
、「
一
部
の
信
託
管
理
人
た
ち
の
考
え

方
に
お
け
る
、
法
人
設
立
許
可
書
の
目
的
お
よ
び
本
質
に
関
す
る
ま
っ

た
く
の
誤
解
」
に
あ
る
。「
聖
公
会
の
体
制
（C

onstitution

）
へ
の
無

知
か
ら
、
私
が
主
教
職
（Episcopal office

）
に
属
す
も
の
と
し
て
以

下
で
あ
ま
り
に
も
多
く
の
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
思
う
人
び
と
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
が
、「
国
家
に
お
い
て
裁
判
官
が
み
な
自
分
の
威

厳
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
そ
れ
を
保
つ
義
務
を
負
わ
さ
れ
の
と
同
じ
よ

う
に
、教
会
に
お
い
て
主
教
は
み
な
自
分
自
身
で
は
な
く
、自
分
の
「
職

（office

）」を「
重
ん
じ
る（m

agnify

）」義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る（
ロ
ー

マ
人
へ
の
手
紙
一
一
章
一
三
節
）」。
以
下
で
述
べ
る
こ
と
は
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
教
会
内
の
一
派
の
「
見
解
」
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、「
い

わ
ゆ
る
「
ト
ラ
ク
ト
派
」
の
運
動
の
最
初
の
鼓
動
が
は
じ
ま
る
以
前
の

一
八
二
九
年
、［
中
略
］
自
称
「
福
音
派
」
に
属
し
て
い
た
人
物
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
」
著
作
に
も
、
キ
リ
ス
ト
が
自
分
の
教
会
を
立
ち
上
げ
る

に
当
た
っ
て
一
二
人
の
使
徒
を
選
び
、
彼
ら
に
按
手
（ordination
）

の
全
権
限
を
委
託
し
、「
そ
の
職
務
を
［
中
略
］
こ
の
世
の
終
わ
り
ま

4

4

4

4

4

4

4

4

で4

（
強
調
は
原
文
、
以
下
同
様
）
継
承
し
て
い
く
よ
う
」
伝
え
た
、
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る（

11
（

。
ハ
ワ
イ
聖
公
会
を
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て

カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
国
王
の
「
前
任
者
の
願
い
に
し
た
が
っ
て
設
立
・
維
持

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
母
た
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
か
ら
引

き
継
い
だ
体
制
の
根
源
に
あ
る
教
会
統
治
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
そ
う

す
べ
き
で
あ
る
」。
本
書
の
目
的
は
、
ハ
ワ
イ
王
国
の
聖
公
会
が
「
そ

の
原
則
に
し
た
が
う
た
め
の
完
全
な
る
自
由
の
保
証
を
与
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
法
人
設
立
許
可
書
に
よ
っ
て
そ
れ
か
ら
逸
脱
し
な
い
よ

う
厳
格
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
」
で
あ

る（
11
（

。
　
こ
の
よ
う
な
導
入
部
分
に
続
い
て
、
い
よ
い
よ
『
統
治
原
則
』
の
本

文
が
は
じ
ま
る
。
ウ
ィ
リ
ス
は
そ
の
冒
頭
で
、
一
八
六
二
年
一
一
月
六

日
に
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
（
彼
の
前
任
者
）
ら
に
対
し
て
付
与
さ
れ
、

一
八
七
二
年
一
一
月
七
日
に
修
正
さ
れ
た
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
法
人
設

立
許
可
書
を
引
用
す
る
。
そ
こ
に
は
同
法
人
の
権
限
が
以
下
の
よ
う
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。

当
法
人
は
、
動
産
・
不
動
産
を
単
純
不
動
産
権
な
ど
で
取
得
・
所

有
し
、
そ
の
動
産
・
不
動
産
を
一
般
祈
祷
書
、
お
よ
び
主
教
・
司

祭
・
執
事
の
任
命
の
形
式
・
方
法
、
お
よ
び
三
九
箇
条
に
お
い
て

説
明
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
義

（D
O

C
TR

IN
ES

）
に
し
た
が
っ
て
、
ハ
ワ
イ
王
国
内
で
の
聖
公
会

の
設
立
・
維
持
の
た
め
に
忠
実
に
活
用
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
引
用
の
あ
と
ウ
ィ
リ
ス
は
ま
ず
、
上
で
み
た
導
入
部
分
で
も
言

及
さ
れ
た
、
当
設
立
許
可
書
が
ハ
ワ
イ
聖
公
会
に
与
え
た
「
自
由
」
に

注
意
を
喚
起
す
る
。
当
法
人
設
立
許
可
書
は
「
聖
公
会
に
ハ
ワ
イ
王
国

内
で
の
信
仰
と
実
践
に
関
す
る
絶
対
的
自
由
を
恒
久
的
に
保
証
し
て
い

る
。
ハ
ワ
イ
王
国
の
国
家
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
義
を
決
定
ま
た

は
定
義
す
る
権
利
を
主
張
し
て
い
な
い
」。
次
に
ウ
ィ
リ
ス
は
同
許
可

書
が
信
託
管
理
人
委
員
会
に
与
え
た
「
責
任
」
を
説
く
。
ハ
ワ
イ
王
国

の
「
国
家
は
聖
公
会
維
持
の
た
め
に
彼
ら
に
信
託
さ
れ
た
不
動
産
・
動
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産
を
た
だ
こ
れ
ら
の
教
義
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

活
用
す
る
責
任
を
負
わ
せ
て

い
る
」。
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
れ
ら
の
点
を
確
認
し
た
う
え
で
、
ハ
ワ
イ
聖

公
会
が
ハ
ワ
イ
王
国
で
土
地
を
取
得
・
所
有
す
る
権
利
は
、「
上
で
言

及
さ
れ
た
複
数
の
文
書
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教

会
の
教
義
に
対
す
る
私
た
ち
の
忠
誠
を
条
件
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

私
た
ち
に
与
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
彼
は
ま
た
、
同
法
人
設
立
許
可

書
の
発
行
以
来
、
ハ
ワ
イ
王
国
の
国
家
が
ハ
ワ
イ
聖
公
会
に
与
え
ら
れ

た
「
自
由
を
侵
害
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
一
度
た
り
と
も
な

か
っ
た
」
の
に
対
し
て
、
同
教
会
の
「
成
長
を
阻
ん
で
き
た
諸
々
の
問

題
」
は
「
完
全
に
内
側
か
ら
起
こ
っ
た
」
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、「
同

教
会
の
特
権
を
享
受
す
る
者
の
多
く
が
そ
の
特
権
を
享
受
す
る
た
め
の

前
提
条
件
と
し
て
設
立
許
可
書
が
守
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
教
義
を
理

解
し
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
批
判
す
る（

11
（

。

　
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
の
よ
う
に
「
設
立
許
可
書
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

信
託
（Trust

）
の
条
件
と
性
格
」
を
確
認
し
た
の
ち
、
カ
ラ
ー
カ
ウ

ア
国
王
ら
に
よ
っ
て
回
答
を
求
め
ら
れ
た
問
題
の
考
察
に
は
い
っ
て
い

く
。
そ
の
際
、
彼
は
問
題
を
①
信
託
管
理
人
委
員
会
の
他
の
メ
ン
バ
ー

に
対
す
る
主
教
の
立
場
、
②
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
会
統
治
の
原
則

お
よ
び
そ
れ
が
ハ
ワ
イ
王
国
で
適
用
さ
れ
る
範
囲
の
定
義
、
の
二
つ
に

分
け
、
②
か
ら
考
察
を
は
じ
め
る
。
②
を
先
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
①

が
理
解
し
や
す
く
な
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
信
託
管
理
人
が
し
た
が
う
べ
き
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
「
教

義
」
と
は
、
同
教
会
の
「
信
条
（A

rticles of Faith

）」
だ
け
で
な
く
、

同
教
会
の
信
仰
を
維
持
す
る
た
め
の
「
制
度
全
体
」
を
意
味
す
る
。
そ

の
こ
と
は
、
法
人
設
立
許
可
書
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
信
仰
と
礼
拝

を
規
定
す
る
「
一
般
祈
祷
書
」
だ
け
で
な
く
、
教
会
の
統
治
形
態
や
三

種
の
聖
職
位
を
規
定
す
る
「
聖
職
按
手
式
文
（O

rdinal

）」
に
も
言
及

し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
政
府
高
官
か
ら
回
答
を

求
め
ら
れ
た
第
二
の
問
い
、
す
な
わ
ち
教
会
統
治
の
原
則
の
定
義
は
ま

さ
に
こ
の
「
聖
職
按
手
式
文
」
の
う
ち
に
こ
そ
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
聖
職
按
手
式
文
の
冒
頭
に
は
、「
使
徒
の
時
代
か
ら
キ
リ
ス
ト
の
教

会
に
は
主
教
と
司
祭
、
執
事
と
い
う
聖
職
位
が
存
在
し
た
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
や
国
家
が
こ
れ
ら
の
聖

職
位
を
創
っ
た
の
で
は
な
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
は
そ
れ
ら
を
、
キ

リ
ス
ト
教
史
の
非
常
に
早
い
段
階
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
植
さ
れ
た
普

遍
的
教
会（C

hurch

）の
本
質
に
属
す
る
も
の
と
し
て
み
な
し
て
い
る
」。

し
た
が
っ
て
、
係
争
中
の
問
題
の
「
完
全
な
る
理
解
に
達
す
る
た
め
に

は
」、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
義
の「
源
」を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
義
体
系
は
「
こ
の
世
の
も
の
で

は
な
く
」、「
神
の
制
度
」
で
あ
り
、「
天
を
支
配
す
る
創
造
主
の
意
志

に
し
た
が
っ
て
組
織
な
い
し
統
治
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

11
（

」。

　
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
の
よ
う
に
第
二
の
問
い
に
答
え
た
の
ち
、
第
一
の
問

い
、
す
な
わ
ち
主
教
と
信
託
管
理
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
に

移
っ
て
い
く
。
主
教
は
「
職
権
上

4

4

4

（ex officio

）」、
信
託
管
理
人
委
員

会
の
「
会
長
」
で
あ
る
が
、そ
れ
以
前
に
考
え
る
べ
き
は
、按
手
に
よ
っ

て
主
教
に
委
任
さ
れ
た
教
会
運
営
に
関
す
る
「
職
（O

ffice

）」
に
「
法4

の
上
で

4

4

4

（de jure

）」
な
に
が
含
ま
れ
、
な
に
が
含
ま
れ
な
い
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
お
い
て
主
教
は
「
聖
職
者
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（presbyters

）
お
よ
び
教
区
全
体
の
助
言
と
合
意
を
え
な
が
ら
、
規
律

を
は
じ
め
と
す
る
教
区
の
諸
事
に
つ
い
て
主
と
な
っ
て
運
営
に
あ
た

り
、
拒
否
権
を
も
つ

4

4

4

4

4

4

」
と
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ス
が
こ
こ
で
言
わ
ん

と
し
て
い
る
の
は
、
主
教
に
は
、
単
な
る
世
俗
の
一
委
員
会
の
「
会
長
」

と
い
う
役
割
を
超
え
て
、
教
区
の
諸
事
運
営
に
あ
た
っ
て
拒
否
権
を
有

す
る
最
高
責
任
者
と
し
て
の
教
会
法
上
の
地
位
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
彼
は
ま
た
こ
の
箇
所
で
、
彼
が
主
教
職
に
つ
い
て
間
も
な
い

時
期
に
、
一
八
六
七
年
の
ラ
ン
ベ
ス
会
議
で
制
定
さ
れ
た
規
約
に
し
た

が
っ
て
「
教
区
会
議
（D

iocesan Synod

）」
を
設
置
し
、
当
会
議
に
お

い
て
「
信
託
管
理
人
委
員
会
の
職
務
を
決
定
し
た
」
と
い
う
点
も
確
認

し
て
い
る
。

　
次
に
ウ
ィ
リ
ス
は
当
時
問
題
と
な
っ
て
い
た
事
例
の
検
討
に
は
い

り
、
そ
こ
に
お
い
て
信
託
管
理
人
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
。
信
託
管
理
人
の
「
一
部
」
の
あ
い
だ
で
争
わ
れ
て
い
る
こ

の
問
題
は
、
要
す
る
に
「
特
定
の
教
会
関
連
目
的
の
た
め
に
信
託
管
理

人
委
員
会
に
「
信
託
」
さ
れ
た
土
地
に
関
す
る
同
委
員
会
の
権
限
」
を

め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
主
張
す
る
「
権
限
」
と
は
「
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
教
会
の
原
則
に
の
っ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
法
人
設
立
許
可
書
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
こ

と
に
な
る（

11
（

」。

　
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
の
よ
う
に
問
題
提
起
し
た
う
え
で
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
四

世
が
「
ハ
ワ
イ
改
革
派
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
会
議
」（
当
時
の
法
人
名
）

に
与
え
た
一
八
六
三
年
四
月
二
九
日
付
の
「
譲
渡
証
書
（D

eed

）」
を

引
き
合
い
に
出
し
、当
該
土
地
が
信
託
管
理
人
に
信
託
さ
れ
た
際
の「
特

定
の
教
会
関
連
目
的
」
が
、「
教
会
と
聖
職
者
の
住
居
」
の
建
設
で
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
す
る
。
彼
は
こ
の
事
実
確
認
に
よ
っ
て
、
こ
の
土
地
に

対
す
る
信
託
管
理
人
の
権
限
が
譲
渡
証
書
の
文
言
に
よ
っ
て「
す
で
に
」

制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
後

さ
ら
に
論
を
一
歩
進
め
、
仮
に
そ
れ
が
す
で
に
制
限
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
し
て
も
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
義
に
よ
れ
ば
、
こ
の
土
地

を
売
っ
た
り
、
そ
の
利
用
目
的
を
決
定
し
た
り
す
る
信
託
管
理
人
の
権

限
は
、
大
聖
堂
の
基
礎
が
敷
か
れ
た
瞬
間
か
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
」
と

主
張
す
る
。
当
時
、
問
題
と
な
っ
て
い
た
件
に
お
い
て
も
、「
主
教
の

合
意
を
え
た
う
え
で
、
大
聖
堂
の
内
陣
（C

hancel

）
の
基
礎
が
そ
の

区
画
の
東
側
部
分
に
敷
か
れ
、
西
側
部
分
に
は
聖
職
者
た
め
の
仮
住
ま

い
が
建
設
さ
れ
た
。［
中
略
］
そ
の
と
き
こ
の
場
所
は
事
実
上

4

4

4

、
神
の

礼
拝
の
た
め
に
区
別
さ
れ
た
（set apart

）
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
聖

堂
が
聖
別
さ
れ
る
（consecrated

）
と
き
実
際
そ
う
な
る
の
と
同
じ
で

あ
る
。
ま
た
こ
の
土
地
に
対
す
る
信
託
管
理
人
の
義
務
は
［
中
略
］
そ

れ
が
譲
渡
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
そ
れ
を
「
信
託
」
管
理
す
る
こ
と
で

あ
る（

1（
（

」。

　
と
こ
ろ
が
信
託
管
理
人
た
ち
は
自
ら
の
団
体
の
設
立
許
可
書
の
根
底

に
あ
る
諸
原
則
を
無
視
し
て
、
教
会
財
産
の
「
信
託
管
理
人
」
と
し
て

で
は
な
く
「
所
有
者
」
と
し
て
ふ
る
ま
っ
た
、
と
ウ
ィ
リ
ス
は
批
判
す

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
仮
大
聖
堂
の
建
物
の
一
部
で
礼
拝
し
、
学
校
を
運

営
し
て
い
る
中
国
人
会
衆
が
、
エ
ン
マ
女
王
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
区
画
に

立
つ
あ
る
小
屋
を
後
退
さ
せ
、
そ
の
小
屋
と
現
在
建
設
中
の
中
国
人
教

会
の
あ
い
だ
に
教
室
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
を
信
託
管
理
人
の

拒
否
権
を
も
つ
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も
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
が
地
上
に
残
し
た
教
会
の
職
務

（M
inistry

）
の
一
部
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
受
け
取
ら

れ
、
ハ
ワ
イ
王
国
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
人
設
立
許
可

書
に
お
い
て
主
教
職
へ
の
言
及
が
あ
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
そ
の

職
が
は
じ
め
の
と
き
以
来
賦
与
さ
れ
て
き
た
権
利
・
権
力
・
責
任

を
も
つ
も
の
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
誕
生
か
ら
一
世
紀
に
も

満
た
な
い
、
あ
る
王
国
が
一
九
世
紀
に
発
行
し
た
法
人
設
立
許
可

書
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
そ
の
歴
史
を
通
じ
て
原
初
的
な
か
た
ち

の
ま
ま
で
維
持
し
て
き
た
、
あ
る
職
［
主
教
職
］
の
職
務
の
変
更

や
修
正
が
で
き
る
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
ウ
ィ
リ
ス
は
、
主
教
職
が
そ
の
古
さ
と
神
的
起
源
に
よ
っ
て
ハ

ワ
イ
の
法
律
の
規
定
を
超
越
し
て
い
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
彼
は
続
い
て
、
主
教
職
を
会
長
職
に
還
元
す
る
見
方
を
援
護
す
る
た

め
に
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
見
解
―
―
「
主
教
職
は
霊
的
な
も
の
で

あ
る
か
ら
、
土
地
や
収
入
な
ど
教
会
の
俗
事
に
関
し
て
は
固
有
の
権
利

や
責
任
は
も
た
な
い
」
―
―
に
も
触
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う

な
反
論
を
加
え
る（

11
（

。
福
音
書
の
は
じ
め
に
は
、
土
地
や
建
物
の
所
有
者

た
ち
が
教
会
の
た
め
に
自
ら
の
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
、
そ
の
額

を
「
使
徒
の

4

4

4

足
元
に
お
い
た
」
と
あ
る
。
ま
た
普
遍
的
教
会
の
原
則
に

よ
れ
ば
、
主
教
は
教
区
の
諸
事
の
運
営
に
あ
た
っ
て
「
主
要
な
責
任

4

4

4

4

4

」

を
も
つ
と
さ
れ
、
そ
れ
に
は
「
教
会
に
属
す
る
物
（things

）
の
世
話
」

も
含
ま
れ
る
。
ゆ
え
に
、「
主
教
職
に
は
、
主
教
区
の
霊
的
統
治
に
関

す
る
責
任
だ
け
で
な
く
、
俗
事
の
運
営
に
関
す
る
そ
れ
も
本
来
備
わ
っ

て
お
り
、
主
教
は
そ
れ
を
放
棄
で
き
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
世
界
中
の
ど

一
人
に
手
渡
し
た
。
だ
が
、「
当
該
土
地
・
建
物
は
教
区
会
議
の
認
可

の
も
と
大
聖
堂
当
局
の
管
轄
下
に
お
か
れ
て
お
り
、
信
託
管
理
人
を
拘

束
す
る
規
定
に
よ
れ
ば
彼
ら
に
本
要
請
を
受
け
取
り
、
こ
の
件
に
関
し

て
発
議
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
」。
だ
か
ら
彼
は
「
特
定

の
教
会
目
的
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
土
地
や
建
物
の
処
分
に
関
す
る
要

請
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
信
託
管
理
人
の
職
権
の
範
囲
内
で
は
な
い
」

と
返
答
し
た
と
い
う
。
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
の
よ
う
な
越
権
行
為
（
他
に
も

同
様
の
例
が
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
て
い
る
）
に
及
ん
だ
信
託
管
理
人
た

ち
に
つ
い
て
さ
ら
に
、
彼
ら
は
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
信
託
を
執
行
し
よ

う
と
思
え
ば
当
然
し
た
が
う
べ
き
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
原
則
を
学

ぼ
う
と
さ
え
し
な
か
っ
た
」
と
批
判
を
加
え
る（

11
（

。

　
ウ
ィ
リ
ス
は
信
託
管
理
人
の
立
場
を
こ
の
よ
う
に
説
明
し
た
あ
と
、

彼
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
、
す
な
わ
ち
主
教
職
に
関
す
る
議

論
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
彼
は
「
信
託
管
理
人
委
員
会
に
お
い
て

は
、
主
教
と
い
え
ど
も
ハ
ワ
イ
の
法
律
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
一
信
託

の
会
長
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
間
、
彼
の
主
教
職
は
一
時
中
断
さ
れ
る
」
と

い
う
見
解
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
法
人
設
立
許
可
書

に
よ
れ
ば
、「
信
託
管
理
人
委
員
は
主
教
ま
た
は
彼
の
代
理
人
の
も
と

に
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
言
か
ら
し
て
こ

の
見
解
は
矛
盾
し
て
い
る
。
だ
が
彼
が
そ
れ
以
上
に
強
調
し
た
か
っ
た

の
は
、
そ
も
そ
も
主
教
職
の
権
威
は
世
俗
の
い
か
な
る
職
の
そ
れ
を
も

凌
駕
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
彼
は
言
う
。

主
教
の
職
は
ハ
ワ
イ
の
法
律
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。［
中

略
］
そ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
や
国
家
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
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こ
で
も
、
ど
ん
な
形
態
の
世
俗
政
府
の
も
と
で
も
同
じ
で
あ
る
」。
ハ

ワ
イ
王
国
に
お
い
て
も
、
聖
公
会
の
主
教
が
信
託
管
理
人
委
員
会
の
会

長
の
席
に
つ
く
と
き
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
よ
っ
て
受
け
取
ら
れ
、

ハ
ワ
イ
王
国
に
伝
え
ら
れ
た
、
主
教
職
に
本
来
備
わ
る
す
べ
て
の
管
理

機
能
を
も
っ
て
そ
こ
に
座
る
の
で
あ
る（

11
（

」。
ウ
ィ
リ
ス
の
主
教
論
は
こ

の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
ウ
ィ
リ
ス
は
最
後
に
全
世
界
の
聖
公
会
の
法
的
機
関
、す
な
わ
ち「
教

区
会
議
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
ハ
ワ
イ
聖
公
会
は
「
一
八
六
七
年

の
ラ
ン
ベ
ス
会
議
で
定
め
ら
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
国
々
に
ま
た
が
る
聖
公
会
全
体

で
採
択
さ
れ
た
原
則
に
の
っ
と
っ
て
」
教
区
会
議
を
設
置
し
、教
会
「
統

治
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
原
則
に
し
た
が
う
限
り
、「
主
教
に
も
平

信
徒
に
も
恣
意
的
行
動
を
と
る
余
地
は
な
」
く
、「
あ
ら
ゆ
る
法
的
措

置
に
つ
い
て
主
教
、
聖
職
者
、
平
信
徒
の
合
意
が
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ

る
」。
ま
た「
ま
さ
に
そ
う
し
た
合
意
に
よ
っ
て
信
託
管
理
人
の「
職
権
」

が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
職
権
に
関
す
る
問
題
は
教
区
会
議
に
よ
っ

て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
彼
は
さ
ら
に
一
八
七
一
年
の
イ

リ
ノ
イ
州
最
高
裁
判
決
、「
チ
ェ
イ
ス
対
チ
ェ
イ
ニ
ー
」
を
引
き
、
次

の
よ
う
に
主
張
す
る
。「
合
衆
国
で
は
聖
公
会
に
関
し
て
、裁
判
所
は「
教

会
法
を
決
定
す
る
権
利
は
も
た
ず
、
ゆ
え
に
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ

と
も
な
い
。
教
会
は
自
ら
の
法
を
制
定
し
た
り
作
成
し
た
り
す
べ
き
で

あ
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。［
中
略
］
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て
も
聖
公
会
の
教
区
会
議
は
教
会
統
治
に
関
し
て

自
ら
の
法
を
解
釈
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」。
つ
ま
り
、

ウ
ィ
リ
ス
は
、
教
区
会
議
の
権
限
が
、
主
教
職
の
そ
れ
と
同
様
、
世
俗

権
力
を
超
越
し
て
い
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
の
よ
う
な
教
区
会
議
論
を
述
べ
た
の
ち
、
最
後
に
、

再
び
上
の
判
決
文
を
引
用
し
つ
つ
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
教
会
員
の
身
の

処
し
方
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
論
を
閉
じ
る
。「
ハ
ワ
イ
王

国
に
お
い
て
聖
公
会
は
自
発
的
結
社（voluntary association

）で
あ
り
、

当
結
社
の
す
べ
て
の
会
員
は
、
会
員
で
あ
る
以
上
、
ま
た
会
員
で
あ
る

こ
と
に
起
因
す
る
諸
利
益
を
完
全
に
享
受
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
規
律

を
遵
守
し
、
教
義
や
礼
拝
形
式
に
し
た
が
い
、
そ
の
教
会
法
に
服
す
べ

き
で
あ
る
。
も
し
、
理
性
や
良
心
が
そ
れ
を
許
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
関
係
は
絶
つ
べ
き
で
あ
る
。
自
発
的
結
社
の
会
員
が
自
ら
の
関
与

す
る
団
体
の
議
事
に
満
足
で
き
な
い
な
ら
、
唯
一
の
問
題
解
決
方
法
は

そ
れ
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
で
あ
る（

11
（

」。

　
以
上
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
『
統
治
原
則
』
の
な
か
で
開
陳
し
た
教
会

統
治
論
の
詳
細
を
み
て
き
た
。
そ
こ
で
は
終
始
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会

の
教
義
に
し
た
が
っ
て
」
主
教
職
の
範
囲
と
信
託
管
理
人
の
そ
れ
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
教
義
が
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
や
国
家
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

使
徒
の
時
代
か
ら「
普
遍
的
教
会
」に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た「
神

の
制
度
」
で
あ
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
一
部
と

し
て
の
「
主
教
職
」
に
内
在
す
る
世
俗
の
国
家
権
力
か
ら
の
「
自
由
」

が
主
張
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
信
託
管
理
人
委
員

会
に
お
け
る
「
主
教
」
の
立
場
は
単
な
る
「
会
長
」
の
そ
れ
で
は
な
く
、

「
主
教
職
」
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
聖
俗
両
面
の
す
べ
て
の
権
能
を
携
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こ
で
も
、
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の
世
俗
政
府
の
も
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で
も
同
じ
で
あ
る
」。
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ワ
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王
国
に
お
い
て
も
、
聖
公
会
の
主
教
が
信
託
管
理
人
委
員
会
の
会

長
の
席
に
つ
く
と
き
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
よ
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て
受
け
取
ら
れ
、
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国
に
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え
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、
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こ
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よ
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ら
れ
た
。
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最
後
に
全
世
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聖
公
会
の
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的
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教
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の
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を
強
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。
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聖
公
会
は
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六
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年

の
ラ
ン
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ス
会
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ら
れ
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ラ
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ア
、
ニ
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ジ
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ラ
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ド
、
カ
ナ
ダ
、
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ど
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が
る
聖
公
会
全
体

で
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た
原
則
に
の
っ
と
っ
て
」
教
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会
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を
設
置
し
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会
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り
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主
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平
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的
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を
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る
余
地
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な
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主
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者
、
平
信
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の
合
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え
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れ
る
は
ず
で
あ

る
」。
ま
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ま
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に
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う
し
た
合
意
に
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っ
て
信
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管
理
人
の「
職
権
」

が
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た
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こ
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ら
の
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に
関
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る
問
題
は
教
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会
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に
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て
解
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れ
な
け
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ば
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な
い
」。
彼
は
さ
ら
に
一
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一
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の
イ
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州
最
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裁
判
決
、「
チ
ェ
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ス
対
チ
ェ
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ー
」
を
引
き
、
次

の
よ
う
に
主
張
す
る
。「
合
衆
国
で
は
聖
公
会
に
関
し
て
、裁
判
所
は「
教

会
法
を
決
定
す
る
権
利
は
も
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ず
、
ゆ
え
に
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ

と
も
な
い
。
教
会
は
自
ら
の
法
を
制
定
し
た
り
作
成
し
た
り
す
べ
き
で

あ
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」
と
定
め
ら
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て
い
る
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も
し
そ
う
で
あ
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な
ら
ば
、
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も
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会
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会
議
は
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会
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に
関
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て

自
ら
の
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を
解
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こ
と
を
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れ
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べ
き
で
あ
る
」。
つ
ま
り
、
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は
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会
議
の
権
限
が
、
主
教
職
の
そ
れ
と
同
様
、
世
俗

権
力
を
超
越
し
て
い
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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は
こ
の
よ
う
な
教
区
会
議
論
を
述
べ
た
の
ち
、
最
後
に
、

再
び
上
の
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を
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し
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つ
、
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会
の
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会
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の
身
の
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以
下
の
よ
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に
説
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を
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に
お
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て
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公
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は
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発
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社（voluntary association
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あ
り
、

当
結
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の
会
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は
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会
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で
あ
る
以
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ま
た
会
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で
あ
る
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に
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る
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利
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以
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の
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、
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や
礼
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形
式
に
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が
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、
そ
の
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会
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べ
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あ
る
。
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が
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あ
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を
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。
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っ
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の
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囲
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明
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に
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で
は
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く
、

使
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の
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的
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て
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の
制
度
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で
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る
と
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う
点
が
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調
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と
同
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に
、
そ
の
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と
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て
の
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に
内
在
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る
世
俗
の
国
家
権
力
か
ら
の
「
自
由
」

が
主
張
さ
れ
た
。
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な
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、

「
主
教
職
」
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
聖
俗
両
面
の
す
べ
て
の
権
能
を
携

_史学研究301.indb   69 18/10/03   12:28



（0

を
代
表
す
る
ハ
ワ
イ
最
高
裁
の
三
人
の
判
事
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
の
政
治
的
意
味
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ウ
ィ
リ
ス
は
『
統
治
原
則
』
の
本
文
の
冒
頭
部
分
で
、
ハ
ワ
イ
王
国
の

国
家
が
ハ
ワ
イ
聖
公
会
に
与
え
ら
れ
た
「
自
由
を
侵
害
し
よ
う
と
し
た

こ
と
は
こ
れ
ま
で
一
度
た
り
と
も
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
が
、

一
八
九
〇
年
の
最
高
裁
判
決
は
こ
の
前
例
を
覆
す
こ
と
で
、
ハ
ワ
イ
王

国
の
世
俗
権
力
内
で
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

　
さ
て
、最
高
裁
判
決
の
約
二
週
間
後
の
一
八
九
〇
年
一
一
月
一
五
日
、

職
務
執
行
令
状
が
主
教
に
召
集
を
命
じ
た
信
託
管
理
人
委
員
会
の
会
議

が
つ
い
に
開
催
さ
れ
た
が
、ウ
ィ
リ
ス
主
教
は
問
題
の
審
議
を
拒
否
し
、

最
高
裁
判
決
へ
の
抗
議
を
表
明
す
る
と
い
う
展
開
に
な
り
、
同
会
議
は

一
一
月
一
七
日
に
あ
え
な
く
中
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

11
（

。
そ
の
約

二
ヶ
月
後
の
一
八
九
一
年
一
月
二
〇
日
、
ウ
ィ
リ
ス
に
出
版
物
に
よ
る

抗
弁
の
機
会
を
与
え
た
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
国
王
が
渡
航
先
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
亡
く
な
っ
た（

11
（

。
そ
の
翌
日
、
請
願
者
た
ち
は
再
び
ハ
ワ
イ
最

高
裁
に
対
し
て
、
主
教
へ
の
職
務
執
行
令
状
の
発
行
を
求
め
る
動
議
を

提
出
し
て
い
る
（
彼
ら
は
国
王
の
死
を
こ
の
時
点
で
は
知
ら
な
か
っ

た
）。
一
月
二
六
日
、
主
教
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
動
議
を
提
出
す
る
が
、

二
月
一
三
日
、
同
裁
判
所
は
そ
れ
を
却
下
す
る（

11
（

。
そ
の
後
の
経
過
は
、

ハ
ワ
イ
の
新
聞
の
記
事
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て
主
教
の
最
高
裁
で
の
敗
北
と
、
そ
の
主
教
を

擁
護
し
て
い
た
君
主
の
死
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
起
こ
っ
た
。
そ
こ
に
は
単

な
る
偶
然
の
一
致
以
上
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う

の
は
、
主
教
職
を
め
ぐ
る
論
争
は
君
主
職
の
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
と
も

え
た
「
主
教
」
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
他
方
、
信
託
管
理
人
の
お
か
れ
た

立
場
は
、
神
の
制
度
や
世
俗
国
家
の
法
の
「
制
約
」
を
受
け
る
「
受
託

者
」
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ピ
ー
タ
ー
・
ノ
ッ
ク
ル
ズ
は
「
高
教
会
派
の

政
治
的
態
度
」
に
つ
い
て
述
べ
た
な
か
で
、「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運

動
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
人
間
の
つ
く
っ
た
制
度
に
還
元
し
、
国

家
の
物
質
的
・
世
俗
的
関
心
に
従
属
さ
せ
る
、
当
時
流
行
の
概
念
に
対

す
る
反
エ
ラ
ス
ト
ゥ
ス
的
（anti-Erastian

）
見
地
か
ら
の
道
徳
的
抗

議
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

 

が
、
こ
の
運
動
の
第
二
段
階
（
ア
ン

グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
）
に
属
す
る
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
「
主
教
論
」（
ま

た
は
「
教
区
会
議
論
」）
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
高
」
教
会
派
の
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
見
解
と
は
対
照
的

に
、
信
託
管
理
人
の
一
部
や
、
彼
ら
に
共
感
す
る
ハ
ワ
イ
最
高
裁
の
判

事
ら
は
、
普
遍
的
教
会
の
統
治
原
則
よ
り
も
、
ハ
ワ
イ
王
国
政
府
が
発

行
し
た
法
人
設
立
許
可
書
が
定
め
る
、信
託
管
理
人
委
員
会
の
「
会
長
」

と
し
て
の
義
務
の
ほ
う
を
よ
り
重
視
し
た
。
そ
の
意
味
で
彼
ら
は「
低
」

教
会
的
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
教
会
統
治
を
め
ぐ
る
見
解
の
違
い
は
、
政
治
的
な
見
解
の

違
い
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、「
教
会
統
治
」
の
「
統

治
」が
英
語
で
は “polity” 

や “governm
ent” 

と
い
う
語
で
表
さ
れ
る
、

と
い
う
単
純
な
事
実
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
想
像
が
つ
く
。
事
実
、
ア
ン

グ
ロ
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の「
高
」教
会
的
原
理
が
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
に
よ
っ

て
ハ
ワ
イ
王
国
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
共
和
主
義
的
な
傾
向
の
強
い

「
低
」
教
会
的
な
米
福
音
派
の
元
宣
教
師
の
政
治
力
を
抑
制
し
、
君
主

制
を
強
化
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
理
の
効
力
が
、
後
者
の
伝
統
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（1

深
い
レ
ベ
ル
で
つ
な
が
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
ウ
ィ
リ

ス
主
教
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
外
」
の
福
音
派
共
同
体
の
あ
い
だ
で
繰
り

広
げ
ら
れ
た
論
争
に
視
点
を
移
し
、
そ
こ
に
お
い
て
よ
り
顕
著
な
か
た

ち
で
み
ら
れ
た
教
会
統
治
論
と
政
治
論
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
て
み
よ

う
。

第
三
章
　
ウ
ィ
リ
ス
主
教
対
『
フ
レ
ン
ド
』

　
本
章
で
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
、
彼
の
主
張
を
却
下
し
た
三
人
の
判
事

が
所
属
し
て
い
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
外
」
の
福
音
派
共
同
体
の
あ
い
だ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
論
争
を
取
り
上
げ
、
ハ
ワ
イ
王
国
末
期
の
宗
教
・

政
治
的
変
化
を
別
の
角
度
か
ら
眺
め
て
み
た
い
。
こ
こ
で
の
考
察
に
あ

た
っ
て
参
照
す
る
の
は
ハ
ワ
イ
福
音
派
の
月
刊
新
聞
『
フ
レ
ン
ド
』
で

あ
る
。
同
紙
は
一
八
四
三
年
に
ハ
ワ
イ
に
寄
港
す
る
捕
鯨
船
の
船
員
の

た
め
の
新
聞
と
し
て
出
発
し
た
が
、
一
九
世
紀
末
に
は
「
ハ
ワ
イ
諸
島

の
福
音
派
教
会
の
機
関
紙
」
と
な
っ
て
い
た
。
同
紙
は
福
音
派
の
特
徴

で
あ
る
超
教
派
主
義
的
立
場
か
ら
、
あ
る
い
は
「
太
平
洋
で
も
っ
と
も

古
く
か
ら
残
る
新
聞
」
と
し
て
の
自
負
か
ら
、
ハ
ワ
イ
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
自
任
し
て
い
た（

11
（

。
と
り
わ
け
一
八
八
七
年

七
月
以
降
は
、
新
編
集
者
セ
レ
ノ
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（Sereno B

ishop

）

の
も
と
で
政
治
色
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
国
王
の
「
異

教
化
推
進
」
政
策
を
阻
止
す
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し
て
い
た（

1（
（

。
ウ
ィ

リ
ス
主
教
は
そ
ん
な
彼
ら
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
「
厄
介
者
」
で
あ
っ

た
。し
た
が
っ
て
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
同
紙
の
論
争
の
分
析
に
お
い
て
は
、

宗
教
的
次
元
と
政
治
的
次
元
の
つ
な
が
り
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　『
フ
レ
ン
ド
』
が
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
争
い
へ
の
関
心
を
本
格
的
に

示
し
は
じ
め
る
の
は
、一
八
八
五
年
八
月
号
か
ら
で
あ
る
。そ
れ
は
ち
ょ

う
ど
同
教
会
内
で
第
二
英
語
会
衆
結
成
の
動
き
が
表
面
化
し
て
い
た
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
同
号
で
は
、「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ホ
ノ
ル
ル
」（
ウ
ィ
リ

ス
主
教
の
筆
名
）
と
『
聖
公
会
ク
ロ
ニ
ク
ル
（A

nglican Church 
Chronicle

）』（
一
八
八
三
年
創
刊
：
以
下
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
の
共
同
編
集

者
の
「
少
し
ば
か
り
の
違
い
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た（

11
（

。
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
ハ
ワ

イ
聖
公
会
内
の
低
教
会
的
な
平
信
徒
の
見
解
を
代
弁
す
る
雑
誌
で
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
、
高
教
会
的
な
主
教
の
見
解
は
、
主
教
自
ら
が
出
版
す

る
『
教
区
雑
誌
（D

iocesan M
agazine

）』（
一
八
七
二
年
創
刊
：
以
下
、

Ｄ
Ｍ
）
を
通
し
て
発
信
さ
れ
て
い
た（

11
（

。

　『
フ
レ
ン
ド
』
が
こ
の
記
事
で
取
り
上
げ
た
「
少
し
ば
か
り
の
違
い
」

と
は
、
同
年
六
月
と
七
月
に
Ａ
Ｃ
Ｃ
紙
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
聖
公
会

の
「
広
さ
」
を
め
ぐ
る
論
争
の
こ
と
を
さ
し
て
い
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
、

Ａ
Ｃ
Ｃ
共
同
編
集
者
が
聖
公
会
の
幅
を
「
か
な
り
広
く
見
せ
よ
う
と
し

た
」
と
こ
ろ
、「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ホ
ノ
ル
ル
」
が
投
稿
し
て
き
て
、

主
教
は
霊
的
な
意
味
で
の
「
卿
（lords

）」
で
あ
る
と
説
い
た
り
、
聖

職
者
の
祭
服
に
「
あ
ら
ゆ
る
形
や
模
様
」
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
た
り
し
て
、
そ
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
し
た
と
い
う
。

記
事
は
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ホ
ノ
ル
ル
」
の
こ
の
よ
う
な
主
張
を
取
り

上
げ
て
は
批
判
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
も
う
一
つ
の
主
張
、
す
な
わ

ち
聖
公
会
は
「
普
遍
的
教
会
の
な
か
で
も
っ
と
も
寛
容
か
つ
自
由
ま
た

包
括
的
な
一
部
」
で
あ
る
、
を
取
り
上
げ
た
箇
所
で
は
、
そ
の
批
判
の
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（1

深
い
レ
ベ
ル
で
つ
な
が
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
ウ
ィ
リ

ス
主
教
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
外
」
の
福
音
派
共
同
体
の
あ
い
だ
で
繰
り

広
げ
ら
れ
た
論
争
に
視
点
を
移
し
、
そ
こ
に
お
い
て
よ
り
顕
著
な
か
た

ち
で
み
ら
れ
た
教
会
統
治
論
と
政
治
論
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
て
み
よ

う
。

第
三
章
　
ウ
ィ
リ
ス
主
教
対
『
フ
レ
ン
ド
』

　
本
章
で
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
、
彼
の
主
張
を
却
下
し
た
三
人
の
判
事

が
所
属
し
て
い
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
外
」
の
福
音
派
共
同
体
の
あ
い
だ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
論
争
を
取
り
上
げ
、
ハ
ワ
イ
王
国
末
期
の
宗
教
・

政
治
的
変
化
を
別
の
角
度
か
ら
眺
め
て
み
た
い
。
こ
こ
で
の
考
察
に
あ

た
っ
て
参
照
す
る
の
は
ハ
ワ
イ
福
音
派
の
月
刊
新
聞
『
フ
レ
ン
ド
』
で

あ
る
。
同
紙
は
一
八
四
三
年
に
ハ
ワ
イ
に
寄
港
す
る
捕
鯨
船
の
船
員
の

た
め
の
新
聞
と
し
て
出
発
し
た
が
、
一
九
世
紀
末
に
は
「
ハ
ワ
イ
諸
島

の
福
音
派
教
会
の
機
関
紙
」
と
な
っ
て
い
た
。
同
紙
は
福
音
派
の
特
徴

で
あ
る
超
教
派
主
義
的
立
場
か
ら
、
あ
る
い
は
「
太
平
洋
で
も
っ
と
も

古
く
か
ら
残
る
新
聞
」
と
し
て
の
自
負
か
ら
、
ハ
ワ
イ
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
自
任
し
て
い
た（

11
（

。
と
り
わ
け
一
八
八
七
年

七
月
以
降
は
、
新
編
集
者
セ
レ
ノ
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（Sereno B

ishop

）

の
も
と
で
政
治
色
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
国
王
の
「
異

教
化
推
進
」
政
策
を
阻
止
す
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し
て
い
た（

1（
（

。
ウ
ィ

リ
ス
主
教
は
そ
ん
な
彼
ら
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
「
厄
介
者
」
で
あ
っ

た
。し
た
が
っ
て
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
同
紙
の
論
争
の
分
析
に
お
い
て
は
、

宗
教
的
次
元
と
政
治
的
次
元
の
つ
な
が
り
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　『
フ
レ
ン
ド
』
が
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
争
い
へ
の
関
心
を
本
格
的
に

示
し
は
じ
め
る
の
は
、一
八
八
五
年
八
月
号
か
ら
で
あ
る
。そ
れ
は
ち
ょ

う
ど
同
教
会
内
で
第
二
英
語
会
衆
結
成
の
動
き
が
表
面
化
し
て
い
た
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
同
号
で
は
、「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ホ
ノ
ル
ル
」（
ウ
ィ
リ

ス
主
教
の
筆
名
）
と
『
聖
公
会
ク
ロ
ニ
ク
ル
（A

nglican Church 
Chronicle

）』（
一
八
八
三
年
創
刊
：
以
下
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
の
共
同
編
集

者
の
「
少
し
ば
か
り
の
違
い
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た（

11
（

。
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
ハ
ワ

イ
聖
公
会
内
の
低
教
会
的
な
平
信
徒
の
見
解
を
代
弁
す
る
雑
誌
で
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
、
高
教
会
的
な
主
教
の
見
解
は
、
主
教
自
ら
が
出
版
す

る
『
教
区
雑
誌
（D

iocesan M
agazine

）』（
一
八
七
二
年
創
刊
：
以
下
、

Ｄ
Ｍ
）
を
通
し
て
発
信
さ
れ
て
い
た（

11
（

。

　『
フ
レ
ン
ド
』
が
こ
の
記
事
で
取
り
上
げ
た
「
少
し
ば
か
り
の
違
い
」

と
は
、
同
年
六
月
と
七
月
に
Ａ
Ｃ
Ｃ
紙
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
聖
公
会

の
「
広
さ
」
を
め
ぐ
る
論
争
の
こ
と
を
さ
し
て
い
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
、

Ａ
Ｃ
Ｃ
共
同
編
集
者
が
聖
公
会
の
幅
を
「
か
な
り
広
く
見
せ
よ
う
と
し

た
」
と
こ
ろ
、「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ホ
ノ
ル
ル
」
が
投
稿
し
て
き
て
、

主
教
は
霊
的
な
意
味
で
の
「
卿
（lords

）」
で
あ
る
と
説
い
た
り
、
聖

職
者
の
祭
服
に
「
あ
ら
ゆ
る
形
や
模
様
」
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
た
り
し
て
、
そ
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
し
た
と
い
う
。

記
事
は
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ホ
ノ
ル
ル
」
の
こ
の
よ
う
な
主
張
を
取
り

上
げ
て
は
批
判
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
も
う
一
つ
の
主
張
、
す
な
わ

ち
聖
公
会
は
「
普
遍
的
教
会
の
な
か
で
も
っ
と
も
寛
容
か
つ
自
由
ま
た

包
括
的
な
一
部
」
で
あ
る
、
を
取
り
上
げ
た
箇
所
で
は
、
そ
の
批
判
の
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（（

リ
ッ
ク
教
会
」
に
い
た
る
途
上
の
「
中
間
地
点
」
に
す
ぎ
な
い
、
聖
公

会
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ど
ち
ら
が
本
当
の
「
チ
ャ
ー
チ
」
な
の
か
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
他
の
宗
教
団
体
は
教
会
で
は
な
い
と
す
る

「
チ
ャ
ー
チ
」
か
ら
出
さ
れ
た
統
一
案
は
説
得
力
を
も
た
な
い
、
な
ど

と
反
論
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
も
「
統
一
」
を
信
じ
る
が
、
主
教

制
は
重
視
し
て
お
ら
ず
、む
し
ろ
「
若
干
の
簡
素
な
礼
拝
儀
式
」
や
「
祈

祷
書
な
し
の
儀
式
と
主
教
な
し
の
チ
ャ
ー
チ
」
を
信
条
と
し
て
い
る
と

の
見
解
を
示
し
た（

11
（

。

　
と
こ
ろ
が
、『
フ
レ
ン
ド
』
に
よ
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
批
判
は
一
八
八
七
年
六

月
号
を
境
に
、
突
如
と
し
て
姿
を
消
す
。
同
号
の
冒
頭
で
、
翌
月
以
降
、

編
集
者
が
E
・
C
・
オ
ー
ゲ
ル
か
ら
セ
レ
ノ
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
に
代
わ
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
た
あ
と
、
第
一
面
の
残
り
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
割

い
て
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
共
同
編
集
者
の
一
人
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
レ
ス
氏
の
経

歴
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
オ
ー
ゲ
ル
が
ハ
ワ
イ
を
去
る
に
あ
た
っ

て
「
ウ
ォ
レ
ス
氏
と
い
う
友
人
」
と
の
「
強
い
友
情
の
き
ず
な
」
を
惜

し
む
気
持
ち
が
表
明
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　
折
し
も
、
こ
の
月
の
末
か
ら
翌
月
の
初
め
に
か
け
て
、「
宣
教
師
派
」

主
導
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
り
、
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
は
国
王
の
権
力
を
制

限
す
る
「
銃
剣
憲
法
」
へ
の
署
名
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
と
き
「
宣
教
師
派
」
を
背
後
か
ら
支
え
て
い
た
の
が
ハ
ワ
イ
福
音
派

共
同
体
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

ハ
ワ
イ
在
住
の
白
人
の
あ
い
だ
で
の
「
ユ
ニ
オ
ン
」
の
形
成
を
急
い

だ（
11
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
『
フ
レ
ン
ド
』
は
ハ
ワ
イ
聖
公
会
も

自
ら
の
勢
力
圏
に
取
り
込
も
う
と
し
、
そ
の
結
果
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
対
す
る

矛
先
を
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ホ
ノ
ル
ル
」
個
人
に
対
し
て
で
は
な
く
、

聖
公
会
全
体
に
向
け
る
。
そ
こ
で
は
「
ジ
ョ
ン
・
バ
ニ
ヤ
ン
と
巡
礼
父

祖
（Pilgrim

 Fathers

）」
の
話
が
持
ち
出
さ
れ
、
彼
ら
は
「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
教
会
（
聖
公
会
）
が
非
常
に
寛
容
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
の

皮
肉
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
今
日
傲
然
た
る
態
度
で「
唯
一
の
教
会
」

を
自
任
し
、
他
の
す
べ
て
の
教
会
を
「
分
派
（sects

）」
扱
い
し
、
聖

公
会
以
外
に
よ
る
叙
任
の
正
当
性
を
認
め
な
い
」
よ
う
な
教
会
の
ど
こ

が
「
も
っ
と
も
寛
容
か
つ
自
由
」
な
の
か
と
批
判
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
『
フ
レ
ン
ド
』
で
は
聖
公
会
関
連
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
際
に
は
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
よ
り
も
む
し
ろ
Ａ
Ｃ
Ｃ
が
批
判
の
的
と

な
る
。「
主
教
卿
（bishop-lord

）」
の
見
解
は
わ
か
っ
た
が
、
Ａ
Ｃ
Ｃ

の
見
解
は
ど
う
な
の
か
を
は
っ
き
り
示
す
べ
き
で
あ
る
、
と
迫
っ
た
同

年
一
〇
月
号
の
記
事
は
そ
の
一
例
で
あ
っ
た（

11
（

。
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
ハ
ワ
イ
聖
公

会
内
の
低
教
会
的
な
部
分
を
代
弁
す
る
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
い
く
ら
低

教
会
的
と
は
い
え
、「
主
教
制
」の
重
要
性
に
つ
い
て
は
譲
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
『
フ
レ
ン
ド
』
の
編
集
者
を
い
ら
だ
た
せ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
七
年
四
月
号
の
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
『
フ
レ
ン
ド
』
の
編
集
者
を
さ
ら

に
不
快
に
さ
せ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
共
同
編
集
者
が
、
当
時
統
合
の
過
程
に

あ
っ
た
ホ
ノ
ル
ル
の
二
つ
の
福
音
派
教
会
（
フ
ォ
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
教

会
と
ベ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
教
会
）
に
対
し
て
、「
解
散
し
、
聖
公
会
と
一

つ
に
な
る
」
こ
と
、
ま
た
そ
の
際
の
「
合
意
の
共
通
基
盤
」
は
「
主
教

制
」
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
が
そ
の
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
提
案
に
対
し
て
『
フ
レ
ン
ド
』
の
編
集
者
は
、「
親
切
な
招
待
」

に
は
感
謝
す
る
と
皮
肉
っ
た
う
え
で
、
聖
公
会
は
所
詮
「
ロ
ー
マ
カ
ト
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態
度
を
軟
化
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

　
そ
の
後
の
『
フ
レ
ン
ド
』
で
は
新
編
集
者
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
も
と
、「
親
」

聖
公
会
的
な
見
解
が
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
八
八
年
一
〇
月

号
は
、
同
年
七
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ン
ベ
ス
宮
殿
で
世
界
中
の
聖
公
会

の
主
教
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
会
議
に
つ
い
て
報
じ
、
同
会
議
で
表
明

さ
れ
た
、
禁
酒
や
社
会
的
純
潔
、
結
婚
の
神
聖
さ
、
主
の
日
の
遵
守
、

社
会
主
義
な
ど
に
つ
い
て
の
見
解
は
「
健
全
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て

の
感
情
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
」、ま
た
神
学
的
に
も「
キ
リ
ス
ト
中
心
」

で
あ
る
と
好
意
的
に
評
価
し
た
。
さ
ら
に
、
同
会
議
で
は
「
非
主
教
制

教
会
の
兄
弟
と
の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
ユ
ニ
オ
ン
を
求
め
る
偽
り
の

な
い
気
持
ち
」
が
表
明
さ
れ
た
と
の
満
足
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
記
事

に
は
、
彼
ら
が
そ
の
「
遺
伝
的
保
守
主
義
」
か
ら
主
教
制
は
教
会
が
教

会
で
あ
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
固
執
し
て
い
る
と
の
批
判
も
み

ら
れ
る
が
、
そ
の
直
後
に
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
こ
れ
ら
の
良
き
兄

弟
へ
の
私
た
ち
の
尊
敬
や
同
情
が
弱
ま
る
こ
と
は
な
い
」、「
こ
う
い
っ

た
こ
と
に
は
時
間
と
忍
耐
が
必
要
で
あ
る
」と
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、

全
体
的
に
み
る
と
「
親
」
聖
公
会
的
な
調
子
が
保
た
れ
て
い
る（

11
（

。

　
そ
の
一
方
で
、『
フ
レ
ン
ド
』
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
個
人
に
対
し
て
は

批
判
を
強
め
て
い
っ
た
。
一
八
八
九
年
三
月
号
は
、「
聖
公
会
の
素
晴

ら
し
き
兄
弟
」
の
一
部
と
「
非
常
に
敬
虔
か
つ
熱
心
な
主
教
」
の
あ
い

だ
の
「
深
刻
な
対
立
」
に
つ
い
て
報
じ
た
。
こ
の
記
事
で
は
、
主
教
と

い
う
「
職
」
が
批
判
の
的
と
な
っ
た
。「
最
近
の
市
民
生
活
で
は
、
独

裁
的
前
提
や
恣
意
的
手
順
が
か
な
り
懐
疑
の
目
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
」
が
、「
教
会
生
活
に
お
い
て
も
同
じ
傾
向
は
避
け
ら
れ

な
い
」。「
知
性
や
人
格（character

）の
成
長
が
み
ら
れ
る
共
同
体
で
は
、

国
家
や
教
会
に
お
け
る
一
人
の
人
間
に
よ
る
統
制
は
だ
ん
だ
ん
必
要
な

く
な
っ
て
く
る
」
た
め
、「
ど
ん
な
役
人
（functionary
）
で
も
名
目

上
有
す
る
権
威
を
実
際
に
行
使
す
る
際
に
は
、
こ
の
明
白
な
事
実
へ
の

適
応
を
迫
ら
れ
る
」。『
フ
レ
ン
ド
』
編
集
者
は
こ
の
よ
う
な
主
教
職
批

判
の
あ
と
で
、「
君
主
（m

onarch

）」
の
例
に
も
言
及
し
、
君
主
も
ま

た
「
名
目
上
の
存
在
と
な
る
こ
と
に
満
足
し
な
い
な
ら
、
そ
の
職
と
と

も
に
舞
台
か
ら
消
え
去
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」、「
野
蛮
な
社
会
状
況

で
は
有
用
か
つ
不
可
欠
で
あ
っ
た
職
も
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
発
展
と

と
も
に
無
用
か
つ
実
行
不
可
能
と
な
る
」と
主
張
し
た（

11
（

。「
主
教
」と「
君

主
」
を
同
じ
類
の
「
職
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
と
も
に
時
代
の
変
化
の

な
か
で
「
名
目
上
の
」
存
在
に
な
る
こ
と
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
過
去
の

遺
物
と
し
て
扱
う
、
そ
の
見
解
に
は
、
国
王
の
権
限
を
制
限
す
る
性
格

の
銃
剣
憲
法
を
支
持
し
た
『
フ
レ
ン
ド
』
の
政
治
的
態
度
が
反
映
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
議
論
は
翌
月
号
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
翌
月
号
で
は
、
ウ
ィ
リ

ス
主
教
が
前
月
の
記
事
の
内
容
に
抗
議
し
て
同
紙
の
編
集
者
に
送
っ

た
、
三
月
二
二
日
付
の
書
簡
が
全
掲
載
さ
れ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
主
教
は
そ

の
な
か
で
、
前
月
号
で
は
「
君
主
と
主
教
の
双
方
を
古
い
が
ら
く
た
の

山
に
追
い
や
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
［
中
略
］
知
性
や
品
性
の
成
長

が
み
ら
れ
る
共
同
体
で
は
、
国
家
や
教
会
に
お
け
る
一
人
の
人
間
に
よ

る
統
制
は
だ
ん
だ
ん
必
要
な
く
な
っ
て
く
る
」
と
の
独
断
が
述
べ
ら
れ

た
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
そ
の
反
証
と
し
て
、
船
、
警
察
裁
判
所
、
学

校
、
台
所
、
ホ
テ
ル
、
鉄
道
な
ど
で
の
一
人
の
人
間
に
よ
る
統
制
の
例
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態
度
を
軟
化
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

　
そ
の
後
の
『
フ
レ
ン
ド
』
で
は
新
編
集
者
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
も
と
、「
親
」

聖
公
会
的
な
見
解
が
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
八
八
年
一
〇
月

号
は
、
同
年
七
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ン
ベ
ス
宮
殿
で
世
界
中
の
聖
公
会

の
主
教
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
会
議
に
つ
い
て
報
じ
、
同
会
議
で
表
明

さ
れ
た
、
禁
酒
や
社
会
的
純
潔
、
結
婚
の
神
聖
さ
、
主
の
日
の
遵
守
、

社
会
主
義
な
ど
に
つ
い
て
の
見
解
は
「
健
全
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て

の
感
情
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
」、ま
た
神
学
的
に
も「
キ
リ
ス
ト
中
心
」

で
あ
る
と
好
意
的
に
評
価
し
た
。
さ
ら
に
、
同
会
議
で
は
「
非
主
教
制

教
会
の
兄
弟
と
の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
ユ
ニ
オ
ン
を
求
め
る
偽
り
の

な
い
気
持
ち
」
が
表
明
さ
れ
た
と
の
満
足
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
記
事

に
は
、
彼
ら
が
そ
の
「
遺
伝
的
保
守
主
義
」
か
ら
主
教
制
は
教
会
が
教

会
で
あ
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
固
執
し
て
い
る
と
の
批
判
も
み

ら
れ
る
が
、
そ
の
直
後
に
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
こ
れ
ら
の
良
き
兄

弟
へ
の
私
た
ち
の
尊
敬
や
同
情
が
弱
ま
る
こ
と
は
な
い
」、「
こ
う
い
っ

た
こ
と
に
は
時
間
と
忍
耐
が
必
要
で
あ
る
」と
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、

全
体
的
に
み
る
と
「
親
」
聖
公
会
的
な
調
子
が
保
た
れ
て
い
る（

11
（

。

　
そ
の
一
方
で
、『
フ
レ
ン
ド
』
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
個
人
に
対
し
て
は

批
判
を
強
め
て
い
っ
た
。
一
八
八
九
年
三
月
号
は
、「
聖
公
会
の
素
晴

ら
し
き
兄
弟
」
の
一
部
と
「
非
常
に
敬
虔
か
つ
熱
心
な
主
教
」
の
あ
い

だ
の
「
深
刻
な
対
立
」
に
つ
い
て
報
じ
た
。
こ
の
記
事
で
は
、
主
教
と

い
う
「
職
」
が
批
判
の
的
と
な
っ
た
。「
最
近
の
市
民
生
活
で
は
、
独

裁
的
前
提
や
恣
意
的
手
順
が
か
な
り
懐
疑
の
目
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
」
が
、「
教
会
生
活
に
お
い
て
も
同
じ
傾
向
は
避
け
ら
れ

な
い
」。「
知
性
や
人
格（character

）の
成
長
が
み
ら
れ
る
共
同
体
で
は
、

国
家
や
教
会
に
お
け
る
一
人
の
人
間
に
よ
る
統
制
は
だ
ん
だ
ん
必
要
な

く
な
っ
て
く
る
」
た
め
、「
ど
ん
な
役
人
（functionary

）
で
も
名
目

上
有
す
る
権
威
を
実
際
に
行
使
す
る
際
に
は
、
こ
の
明
白
な
事
実
へ
の

適
応
を
迫
ら
れ
る
」。『
フ
レ
ン
ド
』
編
集
者
は
こ
の
よ
う
な
主
教
職
批

判
の
あ
と
で
、「
君
主
（m

onarch

）」
の
例
に
も
言
及
し
、
君
主
も
ま

た
「
名
目
上
の
存
在
と
な
る
こ
と
に
満
足
し
な
い
な
ら
、
そ
の
職
と
と

も
に
舞
台
か
ら
消
え
去
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」、「
野
蛮
な
社
会
状
況

で
は
有
用
か
つ
不
可
欠
で
あ
っ
た
職
も
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
発
展
と

と
も
に
無
用
か
つ
実
行
不
可
能
と
な
る
」と
主
張
し
た（

11
（

。「
主
教
」と「
君

主
」
を
同
じ
類
の
「
職
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
と
も
に
時
代
の
変
化
の

な
か
で
「
名
目
上
の
」
存
在
に
な
る
こ
と
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
過
去
の

遺
物
と
し
て
扱
う
、
そ
の
見
解
に
は
、
国
王
の
権
限
を
制
限
す
る
性
格

の
銃
剣
憲
法
を
支
持
し
た
『
フ
レ
ン
ド
』
の
政
治
的
態
度
が
反
映
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
議
論
は
翌
月
号
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
翌
月
号
で
は
、
ウ
ィ
リ

ス
主
教
が
前
月
の
記
事
の
内
容
に
抗
議
し
て
同
紙
の
編
集
者
に
送
っ

た
、
三
月
二
二
日
付
の
書
簡
が
全
掲
載
さ
れ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
主
教
は
そ

の
な
か
で
、
前
月
号
で
は
「
君
主
と
主
教
の
双
方
を
古
い
が
ら
く
た
の

山
に
追
い
や
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
［
中
略
］
知
性
や
品
性
の
成
長

が
み
ら
れ
る
共
同
体
で
は
、
国
家
や
教
会
に
お
け
る
一
人
の
人
間
に
よ

る
統
制
は
だ
ん
だ
ん
必
要
な
く
な
っ
て
く
る
」
と
の
独
断
が
述
べ
ら
れ

た
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
そ
の
反
証
と
し
て
、
船
、
警
察
裁
判
所
、
学

校
、
台
所
、
ホ
テ
ル
、
鉄
道
な
ど
で
の
一
人
の
人
間
に
よ
る
統
制
の
例
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計
画
・
実
行
し
た
秘
密
結
社
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
リ
ー
グ
」
の
こ
と
を
さ
し

て
い
た
。『
フ
レ
ン
ド
』
が
同
リ
ー
グ
主
導
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
全
面
的

に
支
持
し
た
と
い
う
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
発
言
に
込

め
ら
れ
た
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
皮
肉
が
理
解
で
き
る
。

　
主
教
の
書
簡
で
の
反
論
の
あ
と
に
は
、そ
れ
に
対
す
る
『
フ
レ
ン
ド
』

の
さ
ら
な
る
反
論
が
掲
載
さ
れ
た（

1（
（

。
そ
の
な
か
で
同
紙
編
集
者
は
、「
最

近
の
政
治
改
革
を
は
じ
め
た
「
秘
密
の
評
議
会
」」
に
あ
え
て
触
れ
、「
海

外
の
読
者
の
た
め
」
と
し
つ
つ
、
当
評
議
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
弁

護
し
て
い
る
。「
リ
ー
グ 

［
評
議
会
］ 

考
案
の
改
革
法
案
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
が
現
在
で
は
、
当
王
国
の
憲
法
と
法
律
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
」、
ま
た
「
リ
ー
グ
に
任
命
さ
れ
た
内
閣
は
い
ま
で
も
現
役
で
、
公

務
の
運
営
を
適
切
に
こ
な
し
て
い
る
」。
編
集
者
は
同
リ
ー
グ
の
解
散

理
由
に
つ
い
て
も
、「
独
裁
政
府
を
制
圧
し
、
責
任
あ
る
政
府
を
打
ち

立
て
る
と
い
う
仕
事
を
達
成
し
た
い
ま
と
な
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
秘

密
の
評
議
会
に
よ
る
活
動
の
継
続
は
不
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
自
身

の
原
理
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
」
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
こ
う
し
た
「
秘
密
の
評
議
会
」
の
説
明
に
続
い
て
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教

へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
る
。「
こ
の
期
に
及
ん
で
主
教
は
、
立
憲
政
治

の
対
極
に
あ
る
独
裁
政
治
へ
の
深
い
共
感
の
表
現
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
う
し
た
傾
向
は
こ
れ
ま
で
も
高
位
聖
職
者
階
級（Prelatical 

order
）
の
特
徴
で
あ
っ
た
」。
あ
る
特
定
の
社
会
状
況
で
は
「
未
成
年

に
対
す
る
親
の
管
理
」
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
教
や
君
主
の
職

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、「
進
歩
し
た
」
社
会
状
況
で
は
、
こ
れ
ら
の
職

は
「
慎
重
に
運
営
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
有
用
で
あ
り
続
け
、
か
つ

を
あ
げ
、「
共
同
体
間
の
活
動
が
増
加
し
、
商
業
的
・
社
会
的
・
政
治

的
関
係
が
交
錯
す
る
に
つ
れ
、
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
一
人

の
人
間
に
よ
る
統
制
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
反

論
し
た
。

　
さ
ら
に
主
教
は
、
一
人
の
人
間
に
よ
る
統
制
は
「
独
裁
的
・
恣
意
的

行
動
に
対
す
る
も
っ
と
も
確
実
な
安
全
装
置
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ

の
根
拠
と
し
て
、
一
人
の
人
間
に
特
定
の
分
野
で
の
「
最
高
の
権
威
」

が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
人
間
は
な
お
も
「
権
威
の
も
と

に
お
か
れ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
与
え
ら
れ
た
権
威
の
行
使
を
恣
意

的
に
怠
っ
た
り
、
指
定
さ
れ
た
範
囲
を
逸
脱
し
た
り
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
た
。
教
会
に
お
け
る
主

教
も
、
自
ら
の
管
轄
内
で
は
中
心
的
権
威
を
与
え
ら
れ
る
一
方
で
、「
教

会
の
権
威
の
も
と
に
あ
る
一
聖
職
者
で
あ
る
」
点
に
は
変
わ
り
な
い
、

そ
の
職
務
は
「
教
会
法
を
つ
く
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
施
行
す
る

こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
で
あ

る
」。
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
の
よ
う
に
主
教
職
を
弁
護
し
た
。

　
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
の
書
簡
の
最
後
で
「
最
近
、
恣
意
的
手
順
が
懐
疑
の

目
が
み
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
『
フ
レ
ン
ド
』
の
見
解
を
取
り
上
げ
、

「
ま
っ
た
く
同
感
だ
」
と
共
感
を
装
い
つ
つ
、「
わ
ず
か
二
年
前
に
は
秘

密
の
評
議
会
が
言
論
の
自
由
を
封
じ
、
だ
れ
も
が
自
分
の
魂
を
自
分
の

も
の
で
あ
る
と
呼
べ
な
い
よ
う
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
恣

意
的
な
権
力
も
い
ま
と
な
っ
て
は
煙
の
ご
と
く
消
え
失
せ
た
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
す
る（

11
（

。
彼
の
い
う
「
秘
密
の
評
議
会
」
と
は
、
カ
ラ
ー
カ

ウ
ア
国
王
に
銃
剣
憲
法
を
突
き
つ
け
た
一
八
八
七
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
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持
続
で
き
る
」。『
フ
レ
ン
ド
』
編
集
者
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
こ
の
記
事
の
最
後
に
は
政
治
と
宗
教
の
未
来
に
関
す
る
次
の
よ
う
な

観
測
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
英
仏
米
の
三
大
「
先
進
国
」
は
現
在
「
ほ

ぼ
純
粋
な
代
議
政
治
」
の
も
と
に
あ
り
、「
主
要
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
の
大
部
分
」
も
「
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
支
配
」
か
ら
自
由
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
主
が
こ
の
線
に
沿
っ
て
来
た
る
正
義
と
平
和
の
王
国

へ
と
世
界
の
上
昇
・
進
歩
を
導
か
れ
て
い
る
」こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ホ
ノ
ル
ル
の
聖
公
会
で
の
「
現
在
の
不
幸
な
騒
動
」
は
、「
自
由
な
政

府
を
求
め
、
独
裁
的
な
そ
れ
に
逆
ら
う
、
先
進
共
同
体
に
お
け
る
こ
の

抗
し
が
た
き
傾
向
に
つ
い
て
の
有
益
な
教
訓
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
フ
レ
ン
ド
』
と
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
あ
い
だ
の
論
争
で

は
宗
教
と
政
治
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た（

11
（

。「
主
教
」
と
「
君

主
」
は
同
種
類
の
「
職
」
と
し
て
扱
わ
れ
、両
者
と
も
そ
の
評
価
の
「
高

低
」
が
争
点
と
な
っ
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
主
教
と
君
主
の
職
を

「
高
く
」
見
積
も
っ
た
の
に
対
し
て
、『
フ
レ
ン
ド
』
の
編
集
者
は
そ
れ

ら
を
「
低
く
」
見
積
も
っ
た
。
後
者
の
見
解
は
、
主
教
を
ハ
ワ
イ
聖
公

会
信
託
管
理
人
委
員
会
の
「
会
長
」
と
し
て
扱
う
、
同
教
会
の
信
託
管

理
人
や
ハ
ワ
イ
王
国
最
高
裁
の
判
事
の
見
解
と
通
底
し
て
い
た
。
彼
ら

は
み
な
「
低
教
会
的
な
福
音
派
」
で
あ
っ
た
。

　『
フ
レ
ン
ド
』
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
低
教
会
派
と
の
親
和
性
は
、

そ
の
翌
年
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
信
託
管
理
人
の
争
い
が
裁
判
沙
汰
へ
と

発
展
し
た
と
き
、
よ
り
明
確
な
か
た
ち
を
と
る
。
一
八
九
〇
年
九
月
の

『
フ
レ
ン
ド
』
は
、
中
国
人
伝
道
に
従
事
し
て
い
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
聖

職
者
H
・
H
・
ゴ
ウ
ェ
ン
氏
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
彼
が
主
教
と
の
「
深

刻
な
対
立
」
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
一
時
帰
国
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ

の
と
き
ハ
ワ
イ
聖
公
会
で
は
中
国
人
会
衆
の
学
校
を
建
設
す
る
た
め
に

大
聖
堂
敷
地
内
の
あ
る
建
物
を
動
か
す
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
会
議

を
開
催
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
主
教
と
信
託
管
理
人
が
対
立
し
、
裁

判
沙
汰
に
な
っ
て
い
た
（
二
章
参
照
）。
ゴ
ウ
ェ
ン
氏
は
ま
さ
に
そ
の

渦
中
に
い
た
の
で
あ
る
。『
フ
レ
ン
ド
』
は
、
聖
公
会
の
「
平
信
徒
の

ほ
と
ん
ど
は
彼
［
ゴ
ウ
ェ
ン
］
に
共
感
し
、
彼
を
支
持
し
て
い
る
」
と

の
見
解
を
示
し
た
ほ
か
、彼
が
「
青
リ
ボ
ン
リ
ー
グ
の
指
導
者
の
一
人
」

で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
連
の
人
び
と
の
あ
い
だ
で
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
」こ
と
に
も
触
れ
て
い
る（

11
（

。「
青
リ
ボ
ン
リ
ー

グ
」
と
は
、
福
音
派
が
運
営
す
る
超
教
派
的
組
織
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
も
と

で
展
開
し
て
い
た
禁
酒
運
動
団
体
の
こ
と
で
あ
る（

11
（

。
こ
こ
に
は
、
福
音

派
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
し
て
、
聖
公
会
員
の
一
部
を
そ
の
運
動
の
な
か
に

取
り
込
ん
で
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る（

11
（

。

　
一
八
九
一
年
一
月
号
『
フ
レ
ン
ド
』
に
も
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
分

裂
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
同
教
会
で
は
裁
判
所
の
判

決
を
不
服
と
す
る
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
信
託
管
理
人
の
攻
防
が
続
い
て
い

た
。
こ
の
記
事
で
編
集
者
は
「
こ
の
数
年
、
両
誌
［
Ａ
Ｃ
Ｃ
と
Ｄ
Ｍ
］

が
伝
え
て
き
た
、
両
派
間
の
見
解
の
相
違
が
つ
い
に
深
刻
な
段
階
に
達

し
た
」、
そ
の
こ
と
は
「
世
俗
の
日
刊
新
聞
で
の
や
り
取
り
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
「
こ
の
よ
う
な
論
争
で
は
私
た
ち

の
共
感
は
自
然
と
大
衆
側
へ
と
傾
く
」
と
し
、
信
託
管
理
人
や
彼
ら
が

所
属
す
る
第
二
英
語
会
衆
（
低
教
会
派
）
へ
の
共
感
を
表
明
し
た（

11
（

。

　
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
福
音
派
共
同
体
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続
で
き
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」。『
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ド
』
編
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者
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
こ
の
記
事
の
最
後
に
は
政
治
と
宗
教
の
未
来
に
関
す
る
次
の
よ
う
な

観
測
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
英
仏
米
の
三
大
「
先
進
国
」
は
現
在
「
ほ

ぼ
純
粋
な
代
議
政
治
」
の
も
と
に
あ
り
、「
主
要
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
の
大
部
分
」
も
「
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
支
配
」
か
ら
自
由
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
主
が
こ
の
線
に
沿
っ
て
来
た
る
正
義
と
平
和
の
王
国

へ
と
世
界
の
上
昇
・
進
歩
を
導
か
れ
て
い
る
」こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ホ
ノ
ル
ル
の
聖
公
会
で
の
「
現
在
の
不
幸
な
騒
動
」
は
、「
自
由
な
政

府
を
求
め
、
独
裁
的
な
そ
れ
に
逆
ら
う
、
先
進
共
同
体
に
お
け
る
こ
の

抗
し
が
た
き
傾
向
に
つ
い
て
の
有
益
な
教
訓
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
フ
レ
ン
ド
』
と
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
あ
い
だ
の
論
争
で

は
宗
教
と
政
治
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た（

11
（

。「
主
教
」
と
「
君

主
」
は
同
種
類
の
「
職
」
と
し
て
扱
わ
れ
、両
者
と
も
そ
の
評
価
の
「
高

低
」
が
争
点
と
な
っ
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
主
教
と
君
主
の
職
を

「
高
く
」
見
積
も
っ
た
の
に
対
し
て
、『
フ
レ
ン
ド
』
の
編
集
者
は
そ
れ

ら
を
「
低
く
」
見
積
も
っ
た
。
後
者
の
見
解
は
、
主
教
を
ハ
ワ
イ
聖
公

会
信
託
管
理
人
委
員
会
の
「
会
長
」
と
し
て
扱
う
、
同
教
会
の
信
託
管

理
人
や
ハ
ワ
イ
王
国
最
高
裁
の
判
事
の
見
解
と
通
底
し
て
い
た
。
彼
ら

は
み
な
「
低
教
会
的
な
福
音
派
」
で
あ
っ
た
。

　『
フ
レ
ン
ド
』
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
低
教
会
派
と
の
親
和
性
は
、

そ
の
翌
年
、
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
信
託
管
理
人
の
争
い
が
裁
判
沙
汰
へ
と

発
展
し
た
と
き
、
よ
り
明
確
な
か
た
ち
を
と
る
。
一
八
九
〇
年
九
月
の

『
フ
レ
ン
ド
』
は
、
中
国
人
伝
道
に
従
事
し
て
い
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
聖

職
者
H
・
H
・
ゴ
ウ
ェ
ン
氏
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
彼
が
主
教
と
の
「
深

刻
な
対
立
」
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
一
時
帰
国
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ

の
と
き
ハ
ワ
イ
聖
公
会
で
は
中
国
人
会
衆
の
学
校
を
建
設
す
る
た
め
に

大
聖
堂
敷
地
内
の
あ
る
建
物
を
動
か
す
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
会
議

を
開
催
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
主
教
と
信
託
管
理
人
が
対
立
し
、
裁

判
沙
汰
に
な
っ
て
い
た
（
二
章
参
照
）。
ゴ
ウ
ェ
ン
氏
は
ま
さ
に
そ
の

渦
中
に
い
た
の
で
あ
る
。『
フ
レ
ン
ド
』
は
、
聖
公
会
の
「
平
信
徒
の

ほ
と
ん
ど
は
彼
［
ゴ
ウ
ェ
ン
］
に
共
感
し
、
彼
を
支
持
し
て
い
る
」
と

の
見
解
を
示
し
た
ほ
か
、彼
が
「
青
リ
ボ
ン
リ
ー
グ
の
指
導
者
の
一
人
」

で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
連
の
人
び
と
の
あ
い
だ
で
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
」こ
と
に
も
触
れ
て
い
る（

11
（

。「
青
リ
ボ
ン
リ
ー

グ
」
と
は
、
福
音
派
が
運
営
す
る
超
教
派
的
組
織
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
も
と

で
展
開
し
て
い
た
禁
酒
運
動
団
体
の
こ
と
で
あ
る（
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（

。
こ
こ
に
は
、
福
音

派
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
し
て
、
聖
公
会
員
の
一
部
を
そ
の
運
動
の
な
か
に

取
り
込
ん
で
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る（
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（

。

　
一
八
九
一
年
一
月
号
『
フ
レ
ン
ド
』
に
も
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
分

裂
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
同
教
会
で
は
裁
判
所
の
判

決
を
不
服
と
す
る
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
信
託
管
理
人
の
攻
防
が
続
い
て
い

た
。
こ
の
記
事
で
編
集
者
は
「
こ
の
数
年
、
両
誌
［
Ａ
Ｃ
Ｃ
と
Ｄ
Ｍ
］

が
伝
え
て
き
た
、
両
派
間
の
見
解
の
相
違
が
つ
い
に
深
刻
な
段
階
に
達

し
た
」、
そ
の
こ
と
は
「
世
俗
の
日
刊
新
聞
で
の
や
り
取
り
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
「
こ
の
よ
う
な
論
争
で
は
私
た
ち

の
共
感
は
自
然
と
大
衆
側
へ
と
傾
く
」
と
し
、
信
託
管
理
人
や
彼
ら
が

所
属
す
る
第
二
英
語
会
衆
（
低
教
会
派
）
へ
の
共
感
を
表
明
し
た（

11
（

。

　
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
福
音
派
共
同
体
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ワ
イ
最
高
裁
の
判
決
文
を
書
き
、
ハ
ワ
イ
王
国
転
覆
劇
に
お
い
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ド
ー
ル
で
あ
っ
た（

11
（

。
彼
は
ハ

ワ
イ
聖
公
会
の
主
教
の
権
限
を
制
限
す
る
判
決
文
を
書
き
な
が
ら
、
ハ

ワ
イ
王
国
の
君
主
の
そ
れ
を
制
限
し
、
つ
い
に
は
奪
う
こ
と
に
な
る
運

動
を
主
導
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ハ
ワ
イ
最
高
裁
は
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
高
教
会
派
と
し
て
の
「
入
念
か

つ
教
養
の
あ
る
議
論
」
を
歴
史
の
闇
へ
と
葬
り
去
ろ
う
と
し
た
が
、
当

時
の
ハ
ワ
イ
国
王
の
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
高
官
ら
が

ウ
ィ
リ
ス
主
教
に
自
ら
の
見
解
の
出
版
の
機
会
を
与
え
た
結
果
、
彼
の

『
教
会
統
治
論
』
が
世
に
出
、
後
世
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
著
で

は
ハ
ワ
イ
国
家
の
定
め
た
世
俗
の
法
律
で
は
な
く
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教

会
の
教
義
を
基
準
と
し
て
論
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
教
会
の
教
義

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
や
国
家
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
を
超
越
し
た
「
唯
一
か
つ
神
聖
な
公
同
教
会
」
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
神
の
制
度
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
。
高
教
会
派
の
教
会
論
は
そ
の
「
高
さ
」
ゆ
え
に
、
世
俗
の
政
治
権

力
を
相
対
化
し
、
そ
れ
か
ら
自
由
な
立
ち
位
置
を
与
え
る
可
能
性
を

も
っ
て
い
た
。

　
本
稿
で
は
ま
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
外
」
の
福
音
派
共
同
体
の
機
関
紙

『
フ
レ
ン
ド
』
紙
上
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
同
共
同
体
と
ウ
ィ

リ
ス
主
教
の
論
争
も
考
察
し
た
。
そ
こ
で
は
、ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
外
」

の
「
福
音
派
」
の
宗
教
的
親
和
性
が
確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
主
教

の
職
」
を
め
ぐ
る
教
会
統
治
の
問
題
が
「
君
主
の
職
」
を
め
ぐ
る
政
治

の
問
題
と
深
い
レ
ベ
ル
で
つ
な
が
っ
て
い
る
さ
ま
が
明
ら
か
と
な
っ

と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
あ
い
だ
に
は
二
重
の
関
係
が
あ
っ
た
。
前
者
は
後

者
の
高
教
会
的
主
教
と
対
立
す
る
一
方
で
、
そ
の
低
教
会
的
部
分
に
対

し
て
は
友
好
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
特
定
の
教
派
の
か
た
ち
に
こ
だ
わ

る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
聖
公
会
「
外
」
の
福
音
派
が
、
聖
公
会
に
所

属
し
な
が
ら
も
自
ら
の
教
派
の
か
た
ち
へ
の
こ
だ
わ
り
の
程
度
が
「
低

い
」
一
派
を
支
持
し
た
の
は
、当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
福
音
派
共
同
体
と
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
の
論
争

で
は
、教
会
統
治
論
と
政
治
論
の
密
接
な
関
係
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

主
教
の
職
に
つ
い
て
の
見
方
の
高
低
は
そ
の
ま
ま
君
主
の
職
に
つ
い
て

の
そ
れ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
端
を
発
し
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
も
飛
び
火
し
た
教
会
論
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
そ
れ
と
は
一

見
無
関
係
に
み
え
る
、
一
九
世
紀
末
の
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
い
て
も
再
現

さ
れ
、
そ
れ
が
そ
の
政
治
的
運
命
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
う
事

実
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
一
九
世
紀
末
の
ハ
ワ
イ
聖
公
会
「
内
」
で
教
会
統
治
を
め

ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
高
教
会
派
の
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
低
教
会
派

の
平
信
徒
の
論
争
を
中
心
に
考
察
し
た
。
同
教
会
内
で
は
じ
ま
っ
た
こ

の
論
争
は
や
が
て
ハ
ワ
イ
最
高
裁
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
あ

る
い
は
そ
の
判
決
が
ハ
ワ
イ
の
世
俗
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
単
な
る
教
会
内
の
宗
教
論
争
の
次
元
を
超
え
、
公
的
領
域
で

の
政
治
論
争
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の
展
開
を
象
徴
し
て
い
た
の
が
、
ハ
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（（

た
。
教
会
論
を
め
ぐ
る
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
外
の
論
争
は
ま
さ
に

一
八
九
三
年
の
ハ
ワ
イ
王
国
転
覆
の
宗
教
的
文
脈
の
一
つ
を
形
成
し
て

い
た
。

　
ウ
ィ
リ
ス
主
教
に
職
務
執
行
令
状
を
発
し
た
ハ
ワ
イ
最
高
裁
判
決
の

約
二
年
後
の
一
八
九
三
年
一
月
に
、
ハ
ワ
イ
王
国
は
、
ハ
ワ
イ
福
音
派

共
同
体
と
密
接
な
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
宣
教
師
の
子
孫
と
ア
メ
リ
カ
公

使
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
（John Stevens

）
ら
に
よ
っ
て
、
つ

い
に
転
覆
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
は
そ
の
直
後
か
ら
、
ハ
ワ
イ

聖
公
会
内
の
高
教
会
派
と
低
教
会
派
の
あ
い
だ
に
は
、
こ
の
ク
ー
デ

タ
ー
へ
の
批
判
で
見
解
の
一
致
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。一
方
で
は
、

一
八
八
〇
年
代
に
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
で
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
対
立
し
た
低

教
会
派
の
セ
オ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
ズ
が
、『
フ
レ
ン
ド
』
の
編
集
者
セ
レ
ノ
・

ビ
シ
ョ
ッ
プ
に
対
し
て
公
開
書
簡
を
送
り
、
そ
の
な
か
で
後
者
が
推
進

す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
併
合
に
向
け
た
動
き
を
批
判
す
れ
ば（

11
（

、
他

方
で
は
高
教
会
派
の
ウ
ィ
リ
ス
主
教
が
Ｄ
Ｍ
紙
上
で
、
ア
メ
リ
カ
人
宣

教
師
の
息
子
た
ち
が
ハ
ワ
イ
王
国
の
転
覆
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る

ハ
ワ
イ
諸
島
の
吸
収
を
謀
っ
て
き
た
と
非
難
す
る
、
と
い
う
具
合
で

あ
っ
た（

11
（

。
だ
が
時
す
で
に
遅
く
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
に
ハ
ワ
イ
王
国
を

守
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
は
、
内
部
分
裂
と
、
外
部
の

福
音
派
か
ら
の
内
部
の
福
音
派
へ
の
接
近
に
よ
っ
て
、
そ
の
役
割
を
足

元
か
ら
切
り
崩
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）　
こ
の
訳
語
は “The A

nglican Episcopal C
hurch in Japan” 

が
「
日

本
聖
公
会
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
に
な
ら
っ
た
。「
聖
公
会
」
と
は
古

代
の
二
つ
の
信
仰
告
白
（
使
徒
信
条
、
ニ
カ
イ
ア
信
条
）
に
あ
る
「
聖

な
る
、
公
同
の
、
教
会
（H

oly, C
atholic C

hurch
）」
か
ら
と
ら
れ
た

訳
語
で
あ
る
。「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
（C

hurch of England
）」（「
英

国
国
教
会
」「
英
国
教
会
」「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
」
と
も
訳
さ
れ
る
）

が
そ
の
総
本
山
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
と
も
と
「
普
遍
的
な
教
会
を
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
体
現
す
る
教
会
」
を
意
味
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

教
会
が
英
国
の
拡
張
と
と
も
に
世
界
各
地
に
広
ま
る
に
つ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
流
れ
を
く
む
教
会
、
す
な
わ
ち
「
ア

ン
グ
リ
カ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
国
名
」
が
設
立
さ
れ
る
が
、
漢
字

文
化
圏
諸
国
で
は
「
某
国
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
」
で
は
な
く
、

某
国
と
い
う
地
方
性
を
も
つ
「
聖
な
る
公
会
」
と
し
て
「
中
華
（
日
本
、

韓
国
等
）
聖
公
会
」
と
い
う
名
称
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
貫

隆
他『
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』岩
波
書
店
、二
〇
〇
二
年
、二
七
―
二
八
頁
。

　（
（
）　“The A

nglican B
ishop,” Pacific Com

m
ercial A

dvertiser , O
ct. 

（（ , 1890.

　（
（
）　
た
と
え
ば
ジ
ャ
ッ
ド
は1890

年6

月
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
福
音

派
協
会
年
次
大
会
で
、「
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
生

活
を
損
じ
て
い
る
堕
落
し
た
慣
行
を
調
査
す
る
た
め
の
委
員
会
」
の
委

員
長
と
し
て
報
告
を
行
っ
て
い
る
。Untitled, Friend , July, 1890; 

マ
ッ

カ
リ
ー
は
一
八
九
二
年
一
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
会
衆
派
教
会

国
際
会
議
に
て
ハ
ワ
イ
福
音
派
協
会
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。

“R
eport of our D

elegate to the London C
ouncil,” Friend , Feb. 

1892; 

ド
ー
ル
は
ハ
ワ
イ
福
音
派
協
会
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た

Y
M

C
A

ホ
ノ
ル
ル
で
そ
の
創
立
の
年
、1870

年
に
初
代
会
長
の
職
に

就
い
て
い
る
。 “President’s A

ddress,” Friend , M
ay 1891.

　（
（
）　
山
本
貴
裕
「
一
八
八
七
年
「
革
命
」
前
後
の
ハ
ワ
イ
福
音
派
に
よ
る
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ouncil,” Friend , Feb. 

1892; 

ド
ー
ル
は
ハ
ワ
イ
福
音
派
協
会
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た

Y
M

C
A

ホ
ノ
ル
ル
で
そ
の
創
立
の
年
、1870

年
に
初
代
会
長
の
職
に

就
い
て
い
る
。 “President’s A

ddress,” Friend , M
ay 1891.

　（
（
）　
山
本
貴
裕
「
一
八
八
七
年
「
革
命
」
前
後
の
ハ
ワ
イ
福
音
派
に
よ
る
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（（

宗
教
・
政
治
的
運
動
―
―
ユ
ニ
オ
ン
を
求
め
て
」『
中
・
四
国
ア
メ
リ

カ
研
究
』
八
、
二
〇
一
七
年
。

　（
（
）　
リ
リ
ウ
オ
カ
ラ
ニ
は
自
伝
の
な
か
で
、
一
八
九
五
年
に
ク
ー
デ
タ
ー

未
遂
の
容
疑
で
イ
オ
ラ
ニ
宮
殿
に
幽
閉
さ
れ
た
と
き
、
自
分
は
「
長
老

派
」
教
会
（
ハ
ワ
イ
福
音
派
協
会
の
傘
下
）
の
教
会
員
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
貢
献
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
教
会
の
誰
一
人
と
し
て

自
分
を
訪
問
し
て
こ
な
か
っ
た
と
批
判
す
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、

ウ
ィ
リ
ス
主
教
に
関
し
て
は
、「
彼
は
と
き
ど
き
私
の
家
を
訪
ね
て
き

た
。
私
も
そ
の
後
、
彼
の
教
会
の
陪
餐
会
員
と
し
て
堅
信
礼
を
施
さ
れ

た
。
だ
が
彼
は
私
を
宮
殿
に
訪
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
述

べ
て
い
る
。Liliuokalani (Q

ueen of H
aw

aii), H
aw

aii ’s Story by 
H

aw
aii ’s Q

ueen, Liliuokalani  (1898; repr., M
em

phis: G
eneral 

B
ooks LLC

, 2012), （（ .

　（
（
）　H

enry B
ond R

estarick, H
aw

aii 1778-1920 from
 the 

V
iew

point of a B
ishop: B

eing the Story of E
nglish and 

A
m

erican Churchm
en in H

aw
aii w

ith H
istorical Sidelights  

(H
onolulu: Paradise of the Pacific, 1924); R

alph S. K
uykendall, 

“Introduction of the Episcopal C
hurch into the H

aw
aiian Islands,” 

Pacific H
istorical R

eview
 1（  (June 1946); A

ndrew
 Forest M

uir, 
“The C

hurch in H
aw

aii, 1778- 1862,” H
istorical M

agazine of the 
P

rotestant E
piscopal C

hurch  1（  (M
arch 1949); R

obert Louis 
Sem

es, “H
aw

aiʻi’s H
oly W

ar: English B
ishop Staley, A

m
erican 

C
ongregationalists, and the H

aw
aiian M

onarchs, 1860- 1870,” 
H

aw
aiian Journal of H

istory  （（  (2000); 

山
本
貴
裕
「
ハ
ワ
イ
王

国
に
お
け
る
可
視
的
教
会
と
不
可
視
的
教
会
の
衝
突
―
二
つ
の
教
会
論

と
そ
の
文
化
的
含
意
―
」『
中
・
四
国
ア
メ
リ
カ
研
究
』六
、二
〇
一
三
年
。

　（
（
）　
経
済
や
政
治
を
重
視
す
る
従
来
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ハ
ワ
イ
王
国
の

転
覆
お
よ
び
合
衆
国
へ
の
併
合
は
、1875

年
の
米
布
互
恵
条
約
の
締
結

に
端
を
発
し
、
同
条
約
の
も
た
ら
す
経
済
的
恩
恵
を
よ
り
確
実
な
も
の

に
し
よ
う
と
し
た
ハ
ワ
イ
の
白
人
支
配
階
級
（
砂
糖
業
プ
ラ
ン
タ
ー
や

宣
教
師
の
子
孫
な
ど
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
点
が
強
調

さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
解
釈
の
代
表
が
カ
イ
ケ
ン
ド
ー
ル
に
よ
る
ハ

ワ
イ
通
史
第
三
巻
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
王
国
最
後
の
二
〇
年
間
を
扱
っ
た

第
三
巻
は
互
恵
条
約
を
中
心
に
展
開
し
、
そ
れ
に
と
も
な
う
当
時
の
同

国
に
お
け
る
経
済
的
・
政
治
的
問
題
を
主
に
取
り
上
げ
る
一
方
で
、
当

初
の
構
想
に
あ
っ
た
「
君
主
制
の
社
会
・
文
化
史
の
章
」
は
、
カ
イ
ケ

ン
ド
ー
ル
が
同
巻
執
筆
中
に
亡
く
な
っ
た
た
め
に
陽
の
目
を
見
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。R

alph S. K
uykendall, T

he H
aw

aiian K
ingdam

, 
1874-1893, T

he K
alakaua D

ynasty  (H
onolulu: U

niversity of 
H

aw
aii, 1867), v; 

小
平
は
経
済
的
要
因
を
と
く
に
重
視
す
る
。
小
平
直

行
「
米
布
互
恵
条
約
か
ら
ハ
ワ
イ
「
革
命
」
へ
」『
中
・
四
国
ア
メ
リ

カ
研
究
』七
、
二
〇
一
五
年; 

最
近
で
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
歴
史
家
に
よ
っ

て
、
経
済
・
政
治
的
植
民
地
主
義
の
根
底
に
「
文
化
的
」
植
民
地
主
義

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
がN

oenoe K
. Silva, 

A
loha B

etrayed: N
ative H

aw
aiian R

esistance to A
m

erican 
Colonialism

 (D
urham

, N
.C

.: D
uke U

niversity Press, 2004) 

で
あ

る
。
本
稿
で
の
考
察
は
白
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
あ
い
だ
で
の
論
争
を

扱
う
こ
と
で
、「
文
化
的
植
民
地
主
義
」
や
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て

い
る
経
済
的
・
政
治
的
植
民
地
主
義
の
複
雑
な
様
相
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
そ
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

　（
（
）　
ウ
ィ
リ
ス
主
教
の
前
任
者
に
関
し
て
も
、
シ
ー
ム
ズ
が
「
皮
肉
な
こ

と
に
、
ス
テ
イ
リ
ー
を
も
っ
と
も
悩
ま
せ
た
の
は
、
ハ
ワ
イ
の
米
英
聖

公
会
員
で
あ
り
、彼
ら
の
多
く
が
低
教
会
派
（
福
音
派
）
の
背
景
を
も
っ

て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。Sem

es, “H
aw

aiʻi’s H
oly W

ar,” 1（（ .

　（
（
）　
ハ
ワ
イ
王
国
転
覆
の
も
う
一
つ
の
宗
教
的
文
脈
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
福

音
派
と
、
同
派
が
「
異
教
推
進
派
」
と
呼
ん
だ
勢
力
の
争
い
を
あ
げ
る
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（（

こ
と
が
で
き
る
。
山
本
「
一
八
八
七
年
「
革
命
」
前
後
の
ハ
ワ
イ
福
音

派
に
よ
る
宗
教
・
政
治
的
運
動
」。

　（
10
）　
山
本
「
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
け
る
可
視
的
教
会
と
不
可
視
的
教
会
の
衝

突
」。

　（
11
）　D

avid L. H
olm

es, “The A
nglican Tradition and the Episcopal 

C
hurch,” in E

ncyclopedia of the A
m

erican R
eligious 

E
xperience: Studies of T

raditions and M
ovem

ents , vol.1 , eds. 
C

harles H
. Lippy and Peter W

. W
illiam

s (N
ew

 Y
ork: C

harles 
Scribner’s Sons, 1988), （01-（0（ .

　（
1（
）　M

ark N
oll, T

he R
ise of E

vangelicalism
: T

he A
ge of 

E
dw

ards, W
hitefield and the W

esleys (D
ow

ners G
rove, Ill.: 

InterVarsity Press, 2003),  1（-1（ , （（-（（ ; G
rayson C

arter, A
nglican 

E
vangelicals: P

rotestant Secessions from
 the V

ia M
edia, 

c.1800-1850  (N
ew

 York: O
xford U

niversity Press, 2001), （ ; 

英
語

圏
の
宗
教
史
家
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
の
党
派
と
し
て
の
福
音
派

を
表
す
際
に
は
大
文
字
の “E” 

を
、
よ
り
「
総
称
的
な
（generic

）」

意
味
で
の
福
音
派
を
表
す
際
に
は
小
文
字
の “e” 

を
用
い
る
。N

oll, 
T

he R
ise of E

vangelicalism
,  1（ ; D

iana H
ochstedt B

utler, 
Standing A

gainst the W
hirlw

ind: E
vangelical E

piscopalians 
in N

ineteenth-Century A
m

erica  (N
ew

 York: O
xford U

niversity 
Press, 1995), xiii.

　（
1（
）　Peter B

. N
ockles, T

he O
xford M

ovem
ent in C

ontext: 
A

nglican H
igh C

hurchm
anship, 1760-1857  (C

am
bridge: 

C
am

bridge U
niversity Press, 1994), （（-（（ ; 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内

の
「
高
低
」
二
派
の
存
在
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
中
道
（via m

edia

）」
で
安
定
さ
せ
よ
う
と
し

た
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
政
策
以
来
、
同
教
会
が
内
包
す
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。「
高
」
教
会
派
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
「
カ
ト
リ
ッ

ク
的
」
側
面
を
強
調
し
、
主
教
制
や
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
価
値
を
「
高
く
」

見
積
も
る
の
に
対
し
て
、「
低
」
教
会
派
は
同
教
会
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
的
」
要
素
を
強
調
し
、
主
教
制
や
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
価
値
を
比
較

的
に
「
低
く
」
見
積
も
る
傾
向
が
あ
る
。H

olm
es, “The A

nglican 
Tradition and the Episcopal C

hurch,” （（1-（（（ . 

　（
1（
）　R

obert B
ruce M

ullin, E
piscopal V

ision /A
m

erican R
eality: 

H
igh Church T

heology and Social T
hought in E

vangelical 
A

m
erica  (N

ew
 H

aven: Y
ale U

niversity Press, 1986); B
utler, 

Standing A
gainst the W

hirlw
ind .

　（
1（
）　N

oll, T
he R

ise of E
vangelicalism

, 1（（-1（（ .

　（
1（
）　C

harles I. Foster, A
n E

rrand of M
ercy : T

he E
vangelical 

U
nited Front 1（（0-1（（（  (C

hapel H
ill: U

niversity of N
orth 

C
arolina Press, 1960), 1（1-1（（ .

　（
1（
）　Ethel M

. D
am

on, “The Seam
en’s B

ethel at H
onolulu,” Friend , 

June 1933.

　（
1（
）　R

alph S. K
uykendall, T

he H
aw

aiian K
ingdom

, 1（（（-1（（（, 
Foundation and T

ransform
ation  (H

onolulu: U
niversity of 

H
aw

aii Press, 1938), 11（-11（ , （（（-（（1 .

　（
1（
）　M

uir, “The C
hurch in H

aw
aii, 1778- 1862,” （（-（（ .

　（
（0
）　
オ
ア
フ
ベ
テ
ル
教
会
は
ハ
ワ
イ
聖
公
会
以
外
に
も
、
フ
ォ
ー
ト
ス
ト

リ
ー
ト
教
会
（
設
立
は
一
八
五
二
年
）、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
（
同

一
八
五
七
年
）、最
初
の
中
国
人
教
会（
同
一
八
七
九
年
）の
母
胎
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
一
八
五
〇
年
か
ら
ハ
ワ
イ
伝
道
を
開
始
し
た
モ
ル
モ
ン
教

徒
も
、
オ
ア
フ
ベ
テ
ル
教
会
で
礼
拝
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。D

am
on, 

“The Seam
en’s B

ethel”.

　（
（1
）　K

uykendall, T
he H

aw
aiian K

ingdom
, 1874-1893 , （（-（（ ; 

M
uir, “The C

hurch in H
aw

aii, 1778- 1862,” （（-（（ ; R
estarick, 

H
aw

aii 1（（（-1（（0 , （（-（（ , （（（ .
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福
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文
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Standing A
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hirlw

ind: E
vangelical E

piscopalians 
in N

ineteenth-Century A
m

erica  (N
ew

 York: O
xford U

niversity 
Press, 1995), xiii.

　（
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）　Peter B

. N
ockles, T

he O
xford M

ovem
ent in C
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nglican H
igh C

hurchm
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イ
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も
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es, 

“H
aw

aiʻi’s H
oly W

ar”; 

山
本
「
ハ
ワ
イ
王
国
に
お
け
る
可
視
的
教
会

と
不
可
視
的
教
会
の
衝
突
」。

　（
（（
）　R

estarick, H
aw

aii 1（（（-1（（0 , 1（（-1（（ .

　（
（（
）　Ibid., 1（（-1（（ .

　（
（（
）　
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
は
ス
テ
イ
リ
ー
主
教
が
ハ
ワ
イ
到
着
後
に
最
初
に
堅

信
礼
を
施
し
た
人
間
の
一
人
で
あ
り
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
四
世
が
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
教
会
の
祈
祷
書
を
ハ
ワ
イ
語
に
翻
訳
す
る
の
を
手
伝
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
ハ
ワ
イ
聖
公
会
の
信
託
管
理
人
も
務
め
て
お
り
、

彼
の
妻
カ
ピ
オ
ラ
ニ
は
聖
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
大
聖
堂
の
教
会
員
で
あ
っ

た
。
レ
ス
タ
リ
ッ
ク
は
、
カ
ラ
ー
カ
ウ
ア
が
一
八
八
一
年
の
世
界
旅
行

後
に
「
異
教
（paganism

）
に
逆
行
」
し
た
と
指
摘
す
る
一
方
で
、

一
八
九
一
年
一
月
二
〇
日
に
亡
く
な
る
前
の
日
曜
日
に
、
滞
在
先
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
チ
で
聖
餐
式
に
あ
ず
か
っ

た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。Ibid., 1（（-1（（ ; 
シ
ル
バ
は
、
カ
ラ
ー
カ
ウ

ア
が
一
八
八
〇
年
代
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
以
前
の
ハ
ワ
イ
に
お
け

る
伝
統
文
化
の
復
興
に
努
め
た
点
を
強
調
し
て
い
る
。Silva, A

loha 
Betrayed , chapter （ .

　（
（（
）　
山
本
「
一
八
八
七
年
革
命
前
後
の
ハ
ワ
イ
福
音
派
に
よ
る
宗
教
・
政

治
的
運
動
」。

　（
（（
）　R

estarick, H
aw

aii 1（（（-1（（0 , 1（（-1（（ . 

　（
（（
）　
以
下
で
は
、
当
時
の
ハ
ワ
イ
王
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
代
表
的
な
英

語
新
聞
と
し
て
、D

aily Bulletin

、H
aw

aiian G
azette

、Pacific 
Com

m
ercial A

dvertiser

の
三
つ
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
の
注
で
は

こ
れ
ら
三
つ
の
新
聞
を
そ
れ
ぞ
れD

B

、H
G

、PC
A

 

と
略
記
す
る
。
こ

れ
ら
の
新
聞
は
一
八
九
〇
年
の
裁
判
沙
汰
以
前
に
お
い
て
も
、
ハ
ワ
イ

聖
公
会
内
の
対
立
を
報
じ
て
い
る
。
一
八
八
五
年
の
事
件
は PC

A
 D

ec. 
10 , 1885; D

B
, D

ec. 1（ , 1885 

に
、一
八
八
六
年
の
事
件
は D

B
, Feb. （ , 

1886; PC
A

, Feb. （（ , 1886 

で
、
一
八
八
八
～
一
八
八
九
年
の
事
件
は 

D
B

, Feb. （ , M
arch 11 , 1889; H

G
, Feb. 1（ , M

ay 10 , M
ay 1（ , 1889; 

PC
A

, M
arch （ , M

arch （ , M
ay 11 , 1889 

に
そ
れ
ぞ
れ
関
連
記
事
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
（（
）　“The A

nglican B
ishop,” PC

A
, O

ct. （（ , 1890.

　（
（0
）　
判
決
の
全
文
に
つ
い
て
はW

illiam
 Foster, ed., R

eports of 
D

ecisions R
endered by the Suprem

e Court of the H
aw

aiian 
Islands : Crim

inal, D
ivorce, E

quity, Law, Probate, Septem
ber, 

1（（（, to D
ecem

ber, 1（（（, Inclusive, H
aw

aiian R
eports, vol.8 

(H
onolulu: H

aw
aiian G

azette, 1893), 1（（-1（（  

を
参
照
。

　（
（1
）　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
エ
ク
セ
タ
ー
大
聖
堂
を
訪
問
し
た
当
主
教
区
の
主

教
が
、
聖
壇
背
後
の
飾
り
壁
（reredos

）
に
刻
み
込
ま
れ
た
像
が
、
像

の
迷
信
的
乱
用
を
禁
ず
る
教
会
法
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
撤

去
を
求
め
、
そ
の
代
わ
り
に
十
戒
の
書
か
れ
た
金
属
の
つ
い
た
て
を
お

く
よ
う
に
命
じ
た
の
に
対
し
て
、
聖
堂
参
事
会
が
そ
の
命
令
を
不
服
と

し
て
教
会
裁
判
所
に
訴
え
た
事
件
。
判
事
フ
ィ
リ
モ
ア
卿
は
主
教
が
聖

堂
参
事
会
に
対
し
て
そ
の
よ
う
に
命
じ
る
権
限
を
有
す
る
と
い
う
点

も
、
こ
の
飾
り
壁
が
教
会
法
に
違
反
す
る
と
い
う
点
も
と
も
に
否
定
す

る
判
決
を
下
し
た
。
の
ち
に
こ
の
判
決
は
枢
密
院
に
上
訴
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
前
者
の
点
に
関
す
る
判
事
の
判
断
は
覆
さ
れ
て
い
る
。Sir 

R
obert Phillim

ore, T
he P

rincipal E
cclesiastical Judgm

ents 
D

elivered in the Court of A
rches 1（（（ to 1（（（  (R

ivingtons: 
London, 1876), （（（-（（（ .

　（
（（
）　D

ole, J., “O
pinion of the C

ourt,” H
G

, N
ov. 11 , 1890.

　（
（（
）　
こ
れ
ら
の
二
つ
の
記
事
を
含
め
て
、
当
時
の
ハ
ワ
イ
の
世
俗
新
聞
に

は
こ
の
件
に
関
す
る
ウ
ィ
リ
ス
側
の
見
解
を
み
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で

き
な
い
。
た
だ
し
、“Sustaining B

ishop,” D
B

, A
pril （ , 1891 

は
例
外

的
に
主
教
を
弁
護
す
る
内
容
の
投
書
を
掲
載
し
て
い
る
。
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（1

　（
（（
）　R

ight R
everend A

lfred W
illis, D

. D
., T

he P
rinciples of 

G
overnm

ent of the A
nglican Church in H

aw
aii : T

raced to 
T

heir Source , for the Settlem
ent of C

ertain C
ontroverted 

Q
uestions ; to W

hich Is A
dded a R

eview
 of the P

resent 
Position of the A

nglican Church in the K
ingdom

 of H
aw

aii  
(H

onolulu: R
obert G

rieve, Steam
 B

ook and Job Printer, 1890). 

　（
（（
）　Ibid., 1-（ .

　（
（（
）　
こ
の
考
え
方
は
「
使
徒
継
承
（apostolic succession

）」
と
し
て
知

ら
れ
、
聖
公
会
に
お
け
る
主
教
の
権
威
の
正
統
性
の
根
拠
と
し
て
し
ば

し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　（
（（
）　Ibid., （-（ .

　（
（（
）　Ibid., （-（ .

　（
（（
）　Ibid., （-10 .

　（
（0
）　Ibid., 11 .

　（
（1
）　Ibid., 1（-1（ .

　（
（（
）　Ibid., （0-（（ .

　（
（（
）　
ウ
ィ
リ
ス
の
こ
の
見
解
は
、
一
二
人
委
員
会
が
一
八
八
九
年
四
月
一

日
付
で
ウ
ィ
リ
ス
主
教
に
送
っ
た
訴
状
の
内
容
を
念
頭
に
お
い
た
も
の

で
あ
る
。
当
訴
状
に
よ
れ
ば
、
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
諸
問
題
は
「
主
教

が
俗
事
に
お
け
る
自
発
的
努
力
を
、
そ
の
形
式
が
彼
自
身
の
判
断
に
完

全
に
一
致
す
る
場
合
か
、
事
実
上
そ
れ
が
彼
の
命
じ
る
ま
ま
に
な
さ
れ

る
場
合
を
除
い
て
、
奨
励
し
た
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
き
て
い
る
」
と
さ

れ
た
。Ibid., （（ .

　（
（（
）　Ibid., （（-（（ .

　（
（（
）　Ibid., （（-（（ ; 

自
発
的
結
社
に
お
け
る
会
員
の
身
の
処
し
方
に
関
す
る

ウ
ィ
リ
ス
の
見
解
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
合
衆
国
の
北
部
長
老
派
教
会

で
吹
き
荒
れ
た
「
近
代
主
義
者
対
原
理
主
義
者
論
争
」
に
お
い
て
、
後

者
の
代
表
の
メ
イ
チ
ェ
ン
が
前
者
に
対
し
て
言
っ
た
も
の
と
同
じ
で
あ

る
。D

. G
. H

art, D
efending the Faith : J. G

resham
 M

achen and 
the Crisis of Conservative Protestantism

 in M
odern A

m
erica  

(N
ew

 Jersey: P&
R

 Publishing C
om

pany, 1994), 111-11（ .

　（
（（
）　N

ockles, T
he O

xford M
ovem

ent , （（ .

　（
（（
）　“A

nglican C
hurch Trustees,” PC

A
, D

ec. （（ , 1890.

　（
（（
）　“Evidences of K

alakaua’s C
hristian Faith,”D

B
, Feb. （ , 1891; 

カ

ラ
ー
カ
ウ
ア
の
葬
儀
は
二
月
一
五
日
に
ウ
ィ
リ
ス
主
教
と
彼
の
聖
職
者

に
よ
っ
て
挙
行
さ
れ
た
。K

uykendall, T
he H

aw
aiian K

ingdom
, 

1874-1893 , （（（ .

　（
（（
）　“The C

athedral C
ase,” PC

A
, Feb.1（ , 1891.

　（
（0
）　“The Friend’s H

alf C
entury C

om
pleted,” Friend , D

ec. 1892.

　（
（1
）　
山
本
「1887

年
「
革
命
」
前
後
の
ハ
ワ
イ
福
音
派
の
宗
教
・
政
治
的

運
動
」, （（-（（ .

　（
（（
）　“A

 B
it of D

ifference,” Friend , A
ug. 1885.

　（
（（
）　R

estarick, H
aw

aii 1（（（-1（（0 , 1（（ , 1（0 .

　（
（（
）　“Avoiding the M

ain Q
uestion,” Friend , O

ct. 1885; 『
フ
レ
ン
ド
』

に
は
ほ
か
に
も
同
様
の
聖
公
会
批
判
が
み
ら
れ
る
。“‘B

ishops’ and 
‘Elders,’” Friend , N

ov. 1885; “D
ifferences,” Friend , M

arch 1887.

　（
（（
）　“U

nity,” Friend , M
ay 1887.

　（
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）　“The R

ev. G
eo. W

allace, B
. D

.,” Friend , June 1887.
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山
本
「1887
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「
革
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」
前
後
の
ハ
ワ
イ
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音
派
の
宗
教
・
政
治
的

運
動
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）　“Pan- A

nglican C
ouncil,” Friend , O

ct. 1888.
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）　“Episcopacy,” Friend , M

arch 1889.
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（0
）　“Episcopacy,” Friend , A

pril 1889.
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）　“The B

ishop of H
onolulu,” Ibid.

　（
（（
）　『
フ
レ
ン
ド
』一
八
九
二
年
四
月
号
に
は「
国
教
会
制
度
特
有
の
習
慣
」

か
ら
く
る
聖
公
会
の
「
過
ち
」
を
批
判
す
る
記
事
も
み
ら
れ
る
。
同
記
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（（

事
に
よ
れ
ば
、
聖
公
会
の
聖
職
者
は
「
悪
名
高
く
、
恥
知
ら
ず
の
忌
む

べ
き
生
活
の
さ
な
か
に
あ
る
君
主
を
、
そ
の
ま
ま
聖
餐
式
に
迎
え
入
れ

る
と
い
う
慣
習
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
会
衆
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
民
族
全
体
の

道
徳
観
を
鈍
ら
せ
、
腐
ら
せ
る
直
接
的
原
因
と
な
っ
た
」。
記
事
は
そ

の
例
と
し
て
数
年
前
に
「
不
品
行
の
極
致
」
に
あ
っ
た
国
王
（
カ
ラ
ー

カ
ウ
ア
）
に
主
教
が
聖
餐
式
を
施
し
、「
公
に
祝
っ
た
」
こ
と
を
あ
げ

て
い
る
。“A

 G
rave Fault of the A

nglican C
lergy,” Friend , A

pril 
1892.

　（
（（
）　“M

r. G
ow

en’s C
hinese W

ork,” Friend , Sep. 1890.

　（
（（
）　“R

eport of the Tem
perance C

om
m

ittee,” Friend , M
ay 1890; 

ま

た
ハ
ワ
イ
聖
公
会
内
の
主
要
な
平
信
徒
で
あ
り
、
在
布
イ
ギ
リ
ス
副
領

事
も
務
め
た
こ
と
の
あ
る
大
実
業
家
、
セ
オ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
ズ
も

Y
M

C
A

と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
デ
イ
ヴ
ィ
ー
ズ
は
ウ
ィ
リ
ス
主

教
と
衝
突
し
た
の
ち
一
八
八
六
年
六
月
に
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
居
を
構

え
る
た
め
に
ハ
ワ
イ
を
去
っ
て
い
る
。“D

eparture,” Friend , June 
1886.

　（
（（
）　
逆
に
、
あ
る
特
定
の
教
派
内
の
低
教
会
派
は
、
福
音
派
が
提
供
す
る

超
教
派
的
な
環
境
を
利
用
し
て
、
自
ら
の
教
派
の
利
益
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
同
記
事
は
ゴ
ウ
ェ
ン
氏
に
よ
る
聖
公
会
中
国
人
伝
道
に

お
け
る
成
功
を
た
た
え
る
一
方
で
、
そ
の
「
手
法
」
に
つ
い
て
は
「
不

愉
快
な
」
な
部
分
も
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
例
と
し
て
「
私
た
ち
会
衆

派
の
教
会
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
前
に
設
立
さ
れ
た
中
国
人
伝
道
の
た
め

の
教
会
や
学
校
か
ら
の
攻
撃
的
か
つ
容
赦
な
い
信
者
獲
得
」
を
あ
げ
て

い
る
。
ま
た
、
超
教
派
主
義
的
な
環
境
を
提
供
す
る
「
福
音
派
」
の
側

に
も
同
じ
微
妙
な
立
場
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
同
記
事
の
筆

者
が
「
私
た
ち
会
衆
派

4

4

4

の
教
会
（
強
調
は
筆
者
）」
と
い
う
表
現
を
も

ち
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。“M

r. G
ow

en’s C
hinese 

W
ork,” Friend , Sep. 1890; 

教
会
統
治
の
か
た
ち
に
こ
だ
わ
ら
な
い

「
福
音
派
」
の
宗
教
性
は
実
は
「
会
衆
派
」
と
相
性
が
よ
か
っ
た
。
会

衆
派
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
会
衆
」
が
も
っ
と
も
よ
い
と
思
う
か
た
ち
の
教

会
組
織
を
採
用
す
れ
ば
よ
い
、と
い
う
考
え
方
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
。 

“Editorial N
otes,” Friend , A

ug. 1886.

　（
（（
）　U

ntitled, Friend , Jan. 1891.

　（
（（
）　
ド
ー
ル
は
一
八
九
三
年
の
君
主
制
転
覆
後
に
設
立
さ
れ
た
臨
時
政
府

と
、
そ
の
翌
年
に
設
立
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
共
和
国
で
そ
れ
ぞ
れ
「
大
統
領
」

を
務
め
た
ほ
か
、
一
八
九
八
年
に
ハ
ワ
イ
共
和
国
が
合
衆
国
に
併
合
さ

れ
た
あ
と
は
、
初
の
準
州
「
知
事
」
に
な
っ
て
い
る
。

　（
（（
）　Theo. H

. D
avies, “A

 R
eply to an ‘O

pen Letter to the R
ev. S. E. 

B
ishop,’” Friend , M

arch 1893; “Som
e R

eply to M
r. D

avies,” 
Friend , O

ct. 1893; R
ev. Sereno E. B

ishop, “A
re M

issionaries’ Sons 
Tendering to A

m
erica a Stolen K

ingdom
? ” Friend , Jan. 1894; 

デ
イ

ヴ
ィ
ー
ズ
は
、1889

年
以
降
イ
ギ
リ
ス
で
暮
ら
し
た
カ
イ
ウ
ラ
ニ
王
女

（
リ
リ
ウ
オ
カ
ラ
ニ
の
跡
を
継
い
で
ハ
ワ
イ
王
国
の
女
王
に
な
る
は
ず

で
あ
っ
た
）
の
後
見
人
を
務
め
た
。K

uykendall, T
he H

aw
aiian 

K
ingdom

, 1874-1893 , （（（-（（（ , （1（-（（0 ; 

デ
イ
ヴ
ィ
ー
ズ
は

一
八
九
三
年
一
二
月
ま
で
『
フ
レ
ン
ド
』
に
自
社
広
告
を
出
し
て
い
た

が
、
そ
の
翌
月
以
降
は
そ
れ
を
や
め
て
い
る
。

　（
（（
）　“B

ishop W
illis on M

issionaries,” Friend , A
pril 1893.

（
広
島
経
済
大
学
）
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　水羽信男編『アジアから考える　日本人が「アジアの世紀」を生きるために』 （渡邊）

（（

は
じ
め
に

　「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
二
〇
一
五
年
度
に
「
ワ
ン
ア
ジ

ア
財
団
」
の
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
広
島
大
学
総
合
科
学
部
の
講
義

「『
ア
ジ
ア
』
学
」
に
数
名
の
執
筆
者
を
加
え
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
表
題
に
は
「
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
が
掲
げ
ら
れ
、
今
後
、
主
導
性
を
発

揮
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
ア
ジ
ア
」
に
対
し
て
こ
れ
か
ら
日
本
人
が
向

き
合
っ
て
い
く
た
め
の
指
南
書
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
本
書
は

そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

　「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
語
の
曖
昧
さ
や
恣
意
性
、「
ア
ジ
ア
」
に
日
本
を

包
含
す
る
か
し
な
い
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
編
者
や
執
筆
者
の
あ
い
だ

で
は
当
然
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
は
「
ア
ジ
ア
」
を
定

義
し
た
り
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
様
々
な
問
題
に
関
し
て
、
解
決

の
た
め
の
処
方
箋
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
ア
ジ
ア

と
日
本
が
か
か
え
る
諸
問
題
を
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
、
現
状
を
冷

静
に
み
つ
め
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
読
者
に
提
供
し
た
い
」（
総
論
）

と
い
う
思
い
か
ら
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
論
考
一
二
編
が
、「
外
」（
他
の
地
域
、
あ

る
い
は
内
な
る
他
者
）
か
ら
の
視
点
で
「
ア
ジ
ア
」
の
問
題
を
考
え
よ

う
と
す
る
第
１
部
と
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
日
本
の
関
係
性
を
具
体
的
事

実
か
ら
論
じ
た
第
２
部
と
に
分
け
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
と

執
筆
者
は
以
下
の
通
り
。

　
総
論

　 

開
か
れ
た
ア
ジ
ア
論
の
深
化
の
た
め
に 

―
―
本
書
の
ね
ら
い
と
構
成 

（
水
羽
信
男
）

　
第
１
部

　 

ア
ジ
ア
認
識
の
再
構
築
の
た
め
に 

―
―
「
外
」
か
ら
み
る
日
本
・
ア
ジ
ア

水
羽
信
男
編�

『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る

　日
本
人
が
「
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
を
生
き
る
た
め
に
』

渡

　
　邊

　
　
　
　誠

＝ 

書
評 

＝

※『
論
説
』
以
外
は
、
先
頭
に
論
文
の
種
類
が
入
り
ま
す
。

※
論
文
末
に
は
、
必
ず
所
属
が
入
り
ま
す
。（
原
稿
に
無
い
場
合
は
（
●
所
属
●
●
）
を
入
れ
て
、
所
属
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
メ
モ
を
付
け
て
校
正
出
し
）

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
る
り
ま
す
。
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